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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除外させていただきます。 
 

 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
 故障の原因が納入者以外の事由による場合 
 外装部品の損傷 
 自然劣化・消耗部品 
 需要者側で改造・修理を行った場合 
 天災地変による場合 

 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害はご容赦いただき

ます。 
 
「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 
本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件に適合しております。商業環境での使用に

おいて妥当な保護措置がなされています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの受信障害）が起こ

ることがあります。 
 
「その他」 
 
● 納入品の価格には、ｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
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安全上の注意 
 

 ご使用の前に本書をお読みになり、正しく安全にご使用ください。 
 本書は、いつでも見られる場所に大切に保管してください。 
 

  
使用上の注意 

 ﾚｰｻﾞ照射窓を覗いたり、ﾚｰｻﾞﾋﾞｰﾑを直視することは絶対にしないでください。 
 分解・改造しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 ｶﾞｽ・火薬など可燃性物質が発生する場所での使用はしないでください。破裂・発火・火災の原因となります。 
 衝撃を与えたり、落としたり、本機の上に物を置いたりしないでください。 
 小児の手の届くところに置いたり、使用させないでください。 
 雨や水などがかかる場所で使用しないでください。 
 ｽﾄﾗｯﾌﾟを持って振り回したりしないでください。破損やけがの原因となります。 
 炎天下の車内や冷凍庫など高温・低温になる場所には放置しないでください。 
 湿度の高い場所や誇りの多い場所には放置しないでください。 
 使用温度範囲内で使用してください。 
 静電気の起こりやすい場所やﾃﾚﾋﾞなどの磁気を発生する機器のそばには置かないでください。 
 安定しない場所に放置、保管しないでください。 
 低温の場所から高温の場所へ移動すると、結露が発生する恐れがあります。結露が発生した場合は、水滴が完

全に蒸発するまで、本機をしようしないでください。 
 本機のｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、柔らかい布で軽くからぶきするか、中性洗剤に浸した柔らかい布をよく絞ってから軽く拭

いてください。 
 
充電池および充電器・充電に関する注意（前項目に加え、下記の事項に注意ください） 
 付属の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外は、絶対に使用しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 異物を入れないでください。ｼｮｰﾄや発熱により、火災・感電の恐れがあります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞを引っ張ったり、ねじったり、負荷をかけたり、加工したりしないでください。火災・感

電の原因となります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞが傷んだ場合は、すぐに新しいものと交換してください。火災・感電の原因となります。 
 濡れた手で電源の抜き差しを行わないでください。感電の原因となります。 
 充電は、必ず 0~40℃の温度範囲で行ってください。 
 指定以外の充電池を使用しないでください。 
 充電池は、ﾃﾞﾊﾞｲｽから取り外し、金属などがない 0~40℃の温度範囲の場所に保管してください。 
 充電池を充電しても動作時間が短い場合は、充電池の寿命です。新しい充電池をお求めください。 
 ご不要になった充電池を廃棄する場合は、各自治体の条例に従い、正しく処理してください。 
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1. はじめに 
この度は、弊社 diBar 二次元ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｼﾘｰｽﾞ(以下、ﾘｰﾀﾞ)をお買い上げいただきありがとうございます。 
本書は、ﾘｰﾀﾞの正しくご利用いただくために用意されたﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞです。基本的な導入方法に関しては、製品に

同梱されている導入ｶﾞｲﾄﾞを参照ください。 
 
本書に掲載しているｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ることで、ﾘｰﾀﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽや読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行えます。

設定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀは、不揮発性ﾒﾓﾘに保存されるため、電源をｵﾌにして設定が消えることはありません。 
 
尚、本書では日本国内での使用が無いと思われる一部設定を割愛しております。記載に無い設定についても、個別

に対応させていただきますので、お気軽に弊社又は販売店までご相談ください。また、特殊なﾃﾞｰﾀ加工やﾃﾞｰﾀ照合

など、お客様専用のｱﾄﾞｵﾝｿﾌﾄ開発も可能です。 
 
 

2. ﾊﾟｯｹｰｼﾞ内容の確認 
ﾊﾟｯｹｰｼﾞには、下記のものが含まれています。欠品、破損などありましたら、お手数ですが販売店までご連絡をお願

いします。 
 

 ﾘｰﾀﾞ本体(ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ付) 
 導入ｶﾞｲﾄﾞ 
 
以下、ｵﾌﾟｼｮﾝとしてご購入された場合に付属します。 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
 ﾎﾙﾀﾞｰ 
 ｵｰﾄｽﾀﾝﾄﾞ 

 
尚、個装箱は、修理品送付時の破損を避けるために必要となりますので、大切に保管するようお願いします。 
 

3. 外観と各部名称 

 
 
 

 

読取窓 

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 

読取確認 LED 
(ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED) 

読取窓 

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ位置を示すくぼみ 
ここに親指を置いて、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押します 

読取確認 LED 
(ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED) 

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 
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4. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの接続 
4.1. RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ接続 
下図を参照して、ﾘｰﾀﾞと PC を正しく接続してください。AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用する場合は、必ず弊社指定の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

を使用してください。 
 
 

 
 
 

4.2. USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ接続 
下図を参照して、ﾘｰﾀﾞと PC を正しく接続してください。 
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5. ｺｰﾄﾞのｽｷｬﾝ方法 
ﾘｰﾀﾞは、目的ｺｰﾄﾞに照準を合わせやすくするための赤色ｴｲﾏｰを照射します。下図のように、このｴｲﾏｰの中心がｺｰﾄﾞ

の中央になるよう照射してください。360度の読み取りが可能なため、ｺｰﾄﾞの角度に気を付ける必要はありません。 
 

1 次元ｺｰﾄﾞ ﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞ 
 

1 2 3 4 5 6  
 

  

 

 

 

 
 

 
 

読取深度参考値 
ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ 近距離読み取り 遠距離読み取り 読取深度 
ｺｰﾄﾞ 39(0.127mm) 61mm 130mm 69mm 

ｺｰﾄﾞ 39(0.508mm) 60mm 380mm 320mm 
UPC100%(0.33mm) 55mm 280mm 225mm 
PDF417(0.17mm) 60mm 125mm 65mm 
Data Matrix(0.254mm) 60mm 130mm 70mm 
QR ｺｰﾄﾞ(0.508mm) 50mm 230mm 180mm 
 
上記の値は、下記の条件下で測定した参考値(実力値)であり、保証値ではありません。ｺｰﾄﾞ品質や周囲照度など運

用環境により異なるため、実運用環境にて、事前に最適な読み取り距離を検証するようお願いします。 
 

 ﾘｰﾀﾞの読取ｳｨﾝﾄﾞｳからの距離 
 周囲照度 535lux, 室温 23℃ 
 高品質な規準ｺｰﾄﾞを使用 

 
 

読取ﾌｨｰﾙﾄﾞ角度と解像度 
方向 角度 解像度 
水平方向 +/-18.9° 640 ﾋﾟｸｾﾙ 
垂直方向 +/-14.4° 180 ﾋﾟｸｾﾙ 

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1 2 3 4 5 6
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6. ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄと工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの設定 
ﾘｰﾀﾞには、ﾕｰｻﾞｰに応じたｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄを保存し、呼び出す機能があります。下記に手順を示します。 
 
1. 下記の｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定開始｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

    ~ M N U C D P .  
          ｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定開始｣ 
 

2. 続いて、本章以降を参照して、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行います。 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀによっては、続けて、｢数値｣ｺｰﾄﾞのｽｷｬﾝが必要となります。｢数値｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした場合は、最後に｢確

定｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、設定を確定してください。 
3. 全ての設定が終われば、下記の｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定終了｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

もし、ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの変更を行いたい場合は、手順 1 から再度やり直します。 
 

    ~ M N U C D S .  
           ｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定終了｣ 
 

 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ(工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ)に初期化 
ﾘｰﾀﾞをｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで初期化する場合は、下記の｢ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。先の手順でｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄが設定されて

いない場合は、工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで初期化されます。 
 

~ D E F A L T .  
｢ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ｣ 

 
 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの削除 
ﾘｰﾀﾞに設定済みのｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄを削除する場合は、下記の｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ削除｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。続けて、上記の｢ﾃﾞ

ｨﾌｫﾙﾄ｣ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞは、工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで初期化されます。 
 

~ D E F O V R .  
｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ削除｣ 
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7. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの設定 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｸｲｯｸ設定 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞを RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに初期化します。 
 

~ P A P 2 3 2 .  
｢RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ｣ 

 
同時に各ﾊﾟﾗﾒｰﾀも下表のように初期化されます。 
 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定値 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115,200bps 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8, ﾊﾟﾘﾃｨ無し, ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ｻｯﾌｨｸｽ CR/LF 

ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞ 
 
 

USB IBM SurePos ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
下記の何れかのｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞを USB IBM SurePos に初期化します。 
 

~ P A P S P H .  
｢USB IBM SurePos ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ-ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞﾘｰﾀﾞ｣ 

 

 
~ P A P S P T .  

｢USB IBM SurePos ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ-ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞ｣ 
 
同時に各ｺｰﾄﾞのｻﾌｨｯｸｽも下表のように初期化されます。 
 

ｺｰﾄﾞ ｻﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ｻﾌｨｯｸｽ 
EAN8 0C ｺｰﾄﾞ 39 00 0A 0B 
EAN13 16 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 00 0D 0B 
UPCA 0D ｺｰﾄﾞ 128 00 18 0B 
UPCE 0A ｺｰﾄﾞ 39 00 0A 0B 

 
 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
下記の何れかのｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞを USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに初期化します。 
 

~ P A P 1 2 4 .  
｢USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ-PC<英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ>｣ 

 

日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、上記の｢英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣に続け

て、下記の｢日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣をｽｷｬﾝします。 ~ P A P 1 2 5 .  
｢USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ-Mac｣ 

~ K B D C T Y 2 8 .  
｢日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣ 
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USB HID-POS ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞを USB HID-POS ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに初期化します。 
 

~ P A P 1 3 1 .  
｢USB HID-POS ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ｣ 

 
 

USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(USB-COM) 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞを USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに初期化します。Windows® PC でご利用の場合は、弊社 WEB
ｻｲﾄより専用ﾄﾞﾗｲﾊﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞください。Mac PC の場合、CDC ｸﾗｽﾃﾞﾊﾞｲｽとして認識され、自動的にｸﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞが適

用されます。 
 

~ T E R M I D 1 3 0 .  
｢USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ｣ 

 
ｵﾌﾟｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀとして、ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定が行えます。 
 

~ P A P 1 2 4 .  
｢ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 有り｣ 

 

 
~ P A P 1 2 5 .  
｢ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 無し｣ 

 
｢参考｣ 
ﾎﾞｰﾚｰﾄなどのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定は必要ありません。 
 
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝ 
各国ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾚｲｱｳﾄ 
ご使用の PC に合ったｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾚｲｱｳﾄを設定してください。本書に記載の無いｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾚｲｱｳﾄの設定は、お手数ですが、

弊社までお問い合わせください。 
 

~ K B D C T Y 0 .  
｢USA｣ 

 

 
~ K B D C T Y 2 8 .  

｢日本｣ 

~ K B D C T Y 3 .  
｢ﾌﾗﾝｽ｣ 

 

 
~ K B D C T Y 1 4 .  

｢ﾄﾞｲﾂ｣ 
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Caps/Shift Lock ｽﾃｰﾀｽ 
ご使用の PC に合った Caps/Shift Lock ｽﾃｰﾀｽを設定してください。 
 

~ K B D S T Y 0 .  
｢Caps Lock OFF｣ 

 

 
~ K B D S T Y 1 .  

｢Caps Lock ON｣ 

~ K B D S T Y 2 .  
｢Shift Lock ON｣ 

 

 
~ K B D S T Y 6 .  

｢自動 Caps Locck｣ 
 
 

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄﾃﾞｰﾀの大文字･小文字変換 

~ K B D C N V 0 .  
｢変換 無し｣ 

 

 
~ K B D C N V 1 .  

｢全て大文字に変換｣ 

~ K B D C N V 2 .  
｢全て小文字に変換｣ 

 

 
 

数字ﾃﾞｰﾀのﾃﾝｷｰ送信 
数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信したい場合は、｢ﾃﾝｷｰ送信 有り｣に設定します。 
 

~ K B D N P S 1 .  
｢ﾃﾝｷｰ送信 有り｣ 

 

 
~ K B D N P S 0 .  

｢ﾃﾝｷｰ送信 無し｣ 
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RS232C ｵﾌﾟｼｮﾝ 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 

~ 2 3 2 B A D 0 .  
｢300bps｣ 

 

 
~ 2 3 2 B A D 1 .  

｢600bps｣ 

~ 2 3 2 B A D 2 .  
｢1200bps｣ 

 

 
~ 2 3 2 B A D 3 .  

｢2400bps｣ 

~ 2 3 2 B A D 4 .  
｢4800bps｣ 

 

 
~ 2 3 2 B A D 5 .  

｢9600bps｣ 

~ 2 3 2 B A D 6 .  
｢19200bps｣ 

 

 
~ 2 3 2 B A D 7 .  

｢38400bps｣ 

~ 2 3 2 B A D 8 .  
｢57600bps｣ 

 

 
~ 2 3 2 B A D 9 .  

｢115200bps｣ 
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ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ(ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ/ﾊﾟﾘﾃｨ) 

~ 2 3 2 W R D 3 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数｣ 

 

 
~ 2 3 2 W R D 0 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ 無し｣ 

~ 2 3 2 W R D 6 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数｣ 

 

 
~ 2 3 2 W R D 4 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2/ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数｣ 

~ 2 3 2 W R D 1 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2/ﾊﾟﾘﾃｨ 無し｣ 

 

 
~ 2 3 2 W R D 7 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2/ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数｣ 

~ 2 3 2 W R D 5 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数｣ 

 

 
~ 2 3 2 W R D 2 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ 無し｣ 

~ 2 3 2 W R D 8 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数｣ 

 

 
~ 2 3 2 W R D 1 4 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8/ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1/ﾊﾟﾘﾃｨ ﾏｰｸ｣ 
 



diBar 2D Reader Series 

pg. 17 
Copyright © 2016 

RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 

~ 2 3 2 W R D 3 .  
｢RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 有り, ﾀｲﾑｱｳﾄ 無し｣ 

RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 有り, ﾀｲﾑｱｳﾄ 無し 
ﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｰﾀ送信前に RTS ﾗｲﾝをｵﾝにし、CTS ﾗｲﾝがﾎｽﾄ

によってｵﾝにされるのを待ちます。 

2 方向 RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 有り 
ﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｰﾀを受信可能な時 RTS ﾗｲﾝをｵﾝにし、ﾎｽﾄはﾃﾞ

ｰﾀを受信可能な時 CTS ﾗｲﾝをｵﾝにします。 ~ 2 3 2 W R D 0 .  
｢2 方向 RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 有り｣ 

~ 2 3 2 W R D 6 .  
｢RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 有り, ﾀｲﾑｱｳﾄ 有り｣ 

RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 有り, ﾀｲﾑｱｳﾄ 有り 
ﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｰﾀ送信前に RTS ﾗｲﾝをｵﾝにし、CTS ﾗｲﾝがﾎｽﾄ

によってｵﾝにされるのを待ちます。ﾀｲﾑｱｳﾄ値は、次の

｢RTS/CTS ﾀｲﾑｱｳﾄ｣で設定します。 

RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 無し 
RTS/CTS ﾌﾛｰ制御を行いません。 ~ 2 3 2 W R D 4 .  

｢RTS/CTS ﾌﾛｰ制御 無し｣ 

 
 

RTS/CTS ﾀｲﾑｱｳﾄ 
下記の｢RTS/CTS ﾀｲﾑｱｳﾄ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾀｲﾑｱｳﾄ値をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝ

します。設定可能な範囲は、1~5100 で、単位はﾐﾘ秒です。 
 

~ 2 3 2 D E L .  
｢RTS/CTS ﾀｲﾑｱｳﾄ｣ 

 
例)100 ﾐﾘ秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢RTS/CTS ﾀｲﾑｱｳﾄ｣→｢1｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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XON/XOFF 制御 
XON ｷｬﾗｸﾀ(DC1, 11hex)と XOFF ｷｬﾗｸﾀを使って、ﾃﾞｰﾀ送受信を制御します。ﾎｽﾄから XOFF ｷｬﾗｸﾀを受信すると、

ﾘｰﾀﾞは送信を中断し、XON ｷｬﾗｸﾀを受信すると、再開します。 
 

~ 2 3 2 X O N 1 .  
｢XON/XOFF 制御 有り｣ 

 

 
~ 2 3 2 X O N 0 .  

｢XON/XOFF 制御 無し｣ 
 
 

ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 
ﾘｰﾀﾞはﾃﾞｰﾀ送信後、ﾎｽﾄからの ACK ｷｬﾗｸﾀ(06hex)又は NAK ｷｬﾗｸﾀ(15hex)を待ちます。ACK ｷｬﾗｸﾀを受信すると、

送信を完了し、次のｽｷｬﾝが行える状態になります。NAK ｷｬﾗｸﾀを受信すると、ﾃﾞｰﾀを再送し、再びﾎｽﾄからの ACK/NAK
応答を待ちます。 
 

~ 2 3 2 A C K 1 .  
｢ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 有り｣ 

 

 
~ 2 3 2 A C K 0 .  

｢ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 無し｣ 
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8. ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ･読み取り･ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄに関する設定 
ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの設定 
ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾌﾞｻﾞｰ 

~ B E P P W R 0 .  
｢ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾌﾞｻﾞｰ 無し｣ 

 

 
~ B E P P W R 1 .  

｢ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾌﾞｻﾞｰ 有り｣ 
 
 

BEL ｷｬﾗｸﾀ受信時ﾌﾞｻﾞｰ 
ﾘｰﾀﾞは、BEL ｷｬﾗｸﾀ(07hex)を受信すると、ﾌﾞｻﾞｰを鳴らします。 
 

~ B E L B E P 0 .  
｢BEL ｷｬﾗｸﾀ受信時ﾌﾞｻﾞｰ 無し｣ 

 

 
~ B E L B E P 1 .  
｢BEL ｷｬﾗｸﾀ受信時ﾌﾞｻﾞｰ 有り｣ 

 
 

ﾄﾘｶﾞｸﾘｯｸﾌﾞｻﾞｰ 
ﾘｰﾀﾞのﾄﾘｶﾞを引くと、ﾌﾞｻﾞｰを鳴らします。 
 

~ B E P T R G 0 .  
｢ﾄﾘｶﾞｸﾘｯｸﾌﾞｻﾞｰ 無し｣ 

 

 
~ B E P T R G 1 .  

｢ﾄﾘｶﾞｸﾘｯｸﾌﾞｻﾞｰ 有り｣ 
 
 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ 
ﾘｰﾀﾞは、ｺｰﾄﾞの読み取りに成功すると、ﾌﾞｻﾞｰを鳴らします。 
 

~ B E P B E P 0 .  
｢ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ 無し｣ 

 

 
~ B E P B E P 1 .  

｢ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ 有り｣ 
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ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ音量 

~ B E P L V L 1 .  
｢小｣ 

 

 
~ B E P L V L 2 .  

｢中｣ 

~ B E P L V L 3 .  
｢大｣ 

 

 
~ B E P L V L 0 .  

｢消音｣ 
 
 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ周波数 

~ B E P F Q 1 1 6 0 0 .  
｢1600Hz, 低音｣ 

 

 
~ B E P F Q 1 2 7 0 0 .  

｢3000Hz, 中音 1｣ 

~ B E P F Q 1 3 0 0 0 .  
｢3000Hz, 中音 2｣ 

 

 
~ B E P F Q 1 4 2 0 0 .  

｢4200Hz, 高音｣ 
(*)上記以外の周波数に設定することも可能です。弊社までお問い合わせください。 
 
 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ長 
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED も連動して点灯します。 
 

~ B E P D U R 5 0 .  
｢50 ﾐﾘ秒｣ 

 

 
~ B E P D U R 1 0 0 .  

｢100 ﾐﾘ秒｣ 

~ B E P D U R 5 0 0 .  
｢500 ﾐﾘ秒｣ 

 

 
~ B E P D U R 1 0 0 0 .  

｢1000 ﾐﾘ秒｣ 
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ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ回数 
下記の｢ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ回数｣をｽｷｬﾝし、続けて、下記の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から回数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝし

ます。設定可能な範囲は、1~9 で、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、1 です。尚、ここで設定した回数、ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED も連動して点灯

します。 
 

~ B E P R P T .  
 

数字ｺｰﾄﾞ表 
 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ 
ﾘｰﾀﾞが次のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝするまでのﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑを設定します。任意のﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑを設定したい場合は、次の｢ｶｽﾀﾑｸﾞｯﾄﾞﾘｰ

ﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ｣で行います。 
 

~ D L Y G R D 0 .  
｢無し｣ 

 

 
~ D L Y G R D 5 0 0 .  

｢500 ﾐﾘ秒｣ 

~ D L Y G R D 1 0 0 0 .  
｢1000 ﾐﾘ秒｣ 

 

 
~ D L Y G R D 1 5 0 0 .  

｢1500 ﾐﾘ秒｣ 
 
 

ｶｽﾀﾑｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ 
下記の｢ｶｽﾀﾑｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷ

ｬﾝします。設定可能な範囲は、0~30000 で、単位はﾐﾘ秒です。 
 

~ D L Y G R D .  
｢ｶｽﾀﾑｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ｣ 

 
例)ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑを 10 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ｶｽﾀﾑｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ｣→｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰ周波数 

~ B E P F Q 2 2 5 0 .  
｢250Hz, 低音｣ 

 

 
~ B E P F Q 2 3 2 5 0 .  

｢3250Hz, 中音｣ 

~ B E P F Q 2 4 2 0 0 .  
｢4200Hz, 高音｣ 

 

 
 

ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰ回数 
下記の｢ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰ回数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から回数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。

設定可能な範囲は、1~9 で、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、１です。尚、ここで設定した回数、ｴﾗｰ LED も連動して点滅します。 
 

~ B E P E R R .  
｢ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰ回数｣ 

 
例)9 回に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰ回数｣→｢9｣→｢確定｣ 
 
 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 
ﾘｰﾀﾞは、ｺｰﾄﾞの読み取りに成功すると、LED を点灯します。 
 

~ B E P L E D 1 .  
｢ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 点灯 有り｣ 

 

 
~ B E P L E D 0 .  

｢ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 点灯 無し｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設定 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞはﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞで動作します。 
 

~ P A P H H F .  
｢ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ｣ 

 
 

LED 照明(ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ) 
ﾘｰﾀﾞが、ｺｰﾄﾞ読み取り時に発光する LED 照明の明るさを設定します。 
 

~ P W R N O L 1 5 .  
｢暗い｣ 

 

 
~ P W R N O L 5 0 .  

｢普通｣ 

~ P W R N O L 1 5 0 .  
｢明るい｣ 

 

 
｢参考｣ 
LED 照明は、ｶﾒﾗのﾌﾗｯｼｭに相当します。照明が少ない暗めの部屋では、LED 照明をより明るくすることで、ﾘｰﾀﾞが

ｺｰﾄﾞを正しく認識できるようになります。 
 
 

ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設定 
ﾘｰﾀﾞは、読取開始ｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、ｺｰﾄﾞの読み取りを開始します。ﾘｰﾀﾞは、ｺｰﾄﾞを正しく読み取るか、読取終了

ｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、読み取りを終了します。また、次の｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣を設定することで、設定時間で読み取りを終

了させることができます。 
 

読取開始ｺﾏﾝﾄﾞ : SYN T CR 
読取終了ｺﾏﾝﾄﾞ : SYN U CR 

 
(*) SYN=16hex, T=54hex, U=55hex, CR=0Dhex 

 
 

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
下記の｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾀｲﾑｱｳﾄ値をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。

設定可能な範囲は、0~30000 で、単位はﾐﾘ秒です。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、30000 ﾐﾘ秒です。 
 

~ T R G S T O .  
｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣ 

 
例)1 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣→｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞの設定 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞでは、周囲光を利用してｺｰﾄﾞを自動検出します。ﾘｰﾀﾞは、ｺｰﾄﾞを検知すると、LED 照明を発光し

て、読み取りを行います。照明が十分でない暗い部屋では、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞは、正しく動作しない場合があります。 
 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞはﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞで動作します。 
 

~ P A P P S T .  
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ｣ 

 
 

LED 照明(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ) 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞで待機時の LED 照明の明るさを設定します。 
 

~ P W R I D L 7 .  
｢暗い｣ 

 

 
~ P W R I D L 1 5 .  

｢普通｣ 

~ P W R I D L 5 0 .  
｢明るい｣ 

 

 
｢参考｣ 
照明が少ない暗めの部屋では、LED 照明をより明るくすることで、ﾘｰﾀﾞがｺｰﾄﾞを検知しやすくなります。また、こ

の設定は、｢低品質 PDF｣及び｢携帯電話読取ﾓｰﾄﾞ｣には適用されません。 
 
 

ｺｰﾄﾞ検知感度 
下記の｢ｺｰﾄﾞ検知感度｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から感度値をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。

設定可能な範囲は、0~20 で、0 が最も高く、20 が最も低い感度になります。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、1 です。 
 

~ T R G P M S .  
｢ｺｰﾄﾞ検知感度｣ 

 
例)最も高い感度 0 に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ｺｰﾄﾞ検知感度｣→｢0｣→｢確定｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞは、ﾘｰﾀﾞの読取ﾌｨｰﾙﾄﾞの有効範囲を制限する設定です。この設定を利用することで、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰ

ｼｮﾝﾓｰﾄﾞで、ﾀｰｹﾞｯﾄに複数のｺｰﾄﾞが隣接する場合でも、確実に目的のｺｰﾄﾞを読み取ることができるようになります。 
 
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 有り｣に設定した場合、設定された有効範囲を通過しない限り、目的のｺｰﾄﾞを読み取ることは

できません。 
 
下記の例では、黒枠の四角形部分が設定されたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞの有効範囲です。有効範囲は、左 20%・右 30%・
上 8%・下 25%に設定されています。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 は、有効範囲内にあるため、読み取られますが、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 2 は、有

効範囲外のため、対象外となります。有効範囲内にｺｰﾄﾞ全体が入る必要はありません。 
 

 
 
下記の｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 上・下・左・右｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から範囲(%)をｽｷｬﾝして、最

後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、上 40%・下 60%・左 40%・右 60%です。 
 

~ P D C W I N 1 .  
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 有り｣ 

 

 
~ P D C W I N 0 .  

｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 無し｣ 

~ P D C T O P .  
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 上｣ 

 

 
~ P D C B O T .  

｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 下｣ 

~ P D C L F T .  
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 左｣ 

 

 
~ P D C R G T .  
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 右｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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読み取りに関する設定 
低品質 1 次元ｺｰﾄﾞ読み取り 
汚れやﾀﾞﾒｰｼﾞのある品質の低い 1 次元ｺｰﾄﾞの読み取りを改善します。ﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽは低下するため、必要最低限

の利用に留めるようにしてください。2 次元ｺｰﾄﾞの読み取りには影響しません。 
 

~ D E C L D I 1 .  
｢低品質 1 次元ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

 

 
~ D E C L D I 0 .  

｢低品質 1次元ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 
 
 

低品質 PDF ｺｰﾄﾞ読み取り 
汚れやﾀﾞﾒｰｼﾞのある品質の低い PDF ｺｰﾄﾞの読み取りを改善します。ﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽは低下するため、必要最低限の

利用に留めるようにしてください。 
 

~ P D F X P R 1 .  
｢低品質 PDF ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

 

 
~ P D F X P R 0 .  
｢低品質 PDF ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 

 

携帯電話読取ﾓｰﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞを携帯電話画面や他の LED ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されたｺｰﾄﾞの読み取り用に最適化します。但し、このﾓｰﾄﾞでは、印

刷されたｺｰﾄﾞの読み取りが僅かに遅くなります。 
 

~ P A P H H C .  
｢ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞ読み取り｣ 

 

 
~ P A P P S C .  

｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ読み取り｣ 
 
｢参考｣ 
ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞに設定することで、通常の読取ﾓｰﾄﾞに復帰します。 
 
 

ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾀｲﾑｱｳﾄ 
ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾓｰﾄﾞ(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ)で動作中に、ﾄﾘｶﾞｷｰを押すと、ﾘｰﾀﾞはﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間、ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞ

ﾓｰﾄﾞに移行して動作します。設定された時間が経過すると、ﾘｰﾀﾞは、元のﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾓｰﾄﾞに復帰します。時間内にﾄﾘｶﾞ

が押された場合は、ﾀｲﾏｰがﾘｾｯﾄされ、再ｶｳﾝﾄされます。下記の｢ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾀｲﾑｱｳﾄ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰ

ﾄﾞ表｣からﾀｲﾑｱｳﾄ値をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。設定可能な範囲は、0~300000 で、単位はﾐﾘ秒です。

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、5000 ﾐﾘ秒です。 
 

~ T R G P T O .  
｢ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾀｲﾑｱｳﾄ｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ 
ﾘｰﾀﾞが同一ｺｰﾄﾞを読み取るのを防止するためのﾀｲﾏｰを設定します。任意の防止ﾀｲﾏｰを設定したい場合は、次の｢同一

ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰｶｽﾀﾑﾀｲﾏｰ｣で行います。この防止ﾀｲﾏｰは、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞでのみ有効です。 
 

~ D L Y R R D 5 0 0 .  
｢500 ﾐﾘ秒｣ 

 

 
~ D L Y R R D 7 5 0 .  

｢750 ﾐﾘ秒｣ 

~ D L Y R R D 1 0 0 0 .  
｢1000 ﾐﾘ秒｣ 

 

 
~ D L Y R R D 2 0 0 0 .  

｢2000 ﾐﾘ秒｣ 
 
 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止ｶｽﾀﾑﾀｲﾏｰ 
下記の｢同一ｺｰﾄﾞ読取防止ｶｽﾀﾑﾀｲﾏｰ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾀｲﾏｰをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣を

ｽｷｬﾝします。設定可能な範囲は、0~30000 で、単位はﾐﾘ秒です。 
 

~ D L Y G R D .  
｢同一ｺｰﾄﾞ読取防止ｶｽﾀﾑﾀｲﾏｰ｣ 

 
例)防止ﾀｲﾏｰを 10 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢同一ｺｰﾄﾞ読取防止ｶｽﾀﾑﾀｲﾏｰ｣→｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
 
 

同一 2 次元ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ 
2 次元ｺｰﾄﾞの同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰを個別に設定したい場合に利用します。先の｢同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ｣を共通で

適用する場合は、｢無し｣に設定します。 
 

~ D L Y 2 R R 0 .  
｢無し｣ 

 

 ~ D L Y 2 R R 1 0 0 0 .  
｢1000 ﾐﾘ秒｣ 

~ D L Y 2 R R 2 0 0 0 .  
｢2000 ﾐﾘ秒｣ 

 

 ~ D L Y 2 R R 3 0 0 0 .  
｢3000 ﾐﾘ秒｣ 

~ D L Y 2 R R 4 0 0 0 .  
｢4000 ﾐﾘ秒｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
 
 



diBar 2D Reader Series 

pg. 37 
Copyright © 2016 

ｶｽﾀﾑｷｬﾗｸﾀﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 
設定された読取開始ｷｬｸﾗﾀを受信するとﾘｰﾀﾞは読み取り状態になり、設定された読取ﾀｲﾑｱｳﾄ時間が経過するか、読取

終了ｷｬﾗｸﾀを受信すると、読み取りを終了します。また、時間内にｺｰﾄﾞを読み取った場合も終了します。 
 

~ H S T C E N 0 .  
｢ｶｽﾀﾑｷｬﾗｸﾀﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ OFF｣ 

 

 
~ H S T C E N 1 .  

｢ｶｽﾀﾑｷｬﾗｸﾀﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ ON｣ 
 
 

読取開始ｷｬﾗｸﾀ/読取終了ｷｬﾗｸﾀ 

下記の｢読取開始ｷｬﾗｸﾀ｣又は｢読取終了ｷｬﾗｸﾀ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣から設定したいｷｬﾗｸﾀの

ASCII ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ DC2(12hex)と DC4(14hex)です。 
 

~ H S T A C H .  
｢読取開始ｷｬﾗｸﾀ｣ 

 

 
~ H S T D C H .  

｢読取終了ｷｬﾗｸﾀ｣ 
 
例)読取開始ｷｬﾗｸﾀを@(40hex)に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢読取開始ｷｬﾗｸﾀ｣→｢4｣｢0｣→｢確定｣ 
 
 

ｺｰﾄﾞ読み取り後の継続読み取り 

ｺｰﾄﾞの読み取りに成功した後、ｺｰﾄﾞ読み取りを継続する場合は、｢ｺｰﾄﾞ読み取り継続 有り｣に設定します。 
 

~ H S T C G D 0 .  
｢ｺｰﾄﾞ読み取り継続 無し｣ 

 

 
~ H S T C G D 1 .  

｢ｺｰﾄﾞ読み取り継続 有り｣ 
 
 

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 

下記の｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣から設定したいﾀｲﾑｱｳﾄ値をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣

をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~300000 で、単位はﾐﾘ秒です。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、30000 ﾐﾘ秒です。 
 

~ H S T C D T .  
｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣ 

 
例)読取ﾀｲﾑｱｳﾄを 4 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣→｢4｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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読取終了ｷｬﾗｸﾀの使用 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、読取終了ｷｬﾗｸﾀは無効となっています。使用する場合は、｢読取終了ｷｬﾗｸﾀの使用 有り｣に設定してく

ださい。 
 

~ H S T D E N 0 .  
｢読取終了ｷｬﾗｸﾀの使用 無し｣ 

 

 
~ H S T D E N 1 .  
｢読取終了ｷｬﾗｸﾀの使用 有り｣ 

 
 

照明 LED 
ﾘｰﾀﾞでｺｰﾄﾞを読み取る際、照明 LED を点灯する場合は、｢照明 LED 有り｣に設定してください。 
 

~ S C N L E D 1 .  
｢照明 LED 有り｣ 

 

 
~ S C N L E D 0 .  

｢照明 LED 無し｣ 
 
 

ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 
ｵﾍﾟﾚｰﾀが照準を合わせやすくするためのｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲを設定します。ﾘｰﾀﾞは、ﾄﾘｶﾞが押されても、ここで設定された時

間、ｴｲﾏｰのみを照射し、照明 LED を点灯しません。任意のｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲを設定したい場合は、次の｢ｶｽﾀﾑｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ｣

で行います。 
 

~ S C N D L Y 2 0 0 .  
｢200 ﾐﾘ秒｣ 

 

 
~ S C N D L Y 4 0 0 .  

｢400 ﾐﾘ秒｣ 

~ S C N D L Y 0 .  
｢無し｣ 

 

 
 

ｶｽﾀﾑｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 
下記の｢ｶｽﾀﾑｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾀｲﾏｰをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。

設定可能な範囲は、0~4000 で、単位はﾐﾘ秒です。 
 

~ D L Y G R D .  
｢ｶｽﾀﾑｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ｣ 

 
例)ｶｽﾀﾑｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲを 4 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ｶｽﾀﾑｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ｣→｢4｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ｴｲﾏｰ 
ﾘｰﾀﾞでｺｰﾄﾞを読み取る際、ｴｲﾏｰを照射する場合は、｢ｴｲﾏｰ 有り｣に設定してください。 
 

~ S C N L E D 1 .  
｢ｴｲﾏｰ 無し｣ 

 

 
~ S C N L E D 0 .  

｢ｴｲﾏｰ 有り｣ 
 
 

ﾉｰﾘｰﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞは、ｺｰﾄﾞの読み取りに失敗すると、ﾉｰﾘｰﾄﾞを意味する｢NR｣を送信します。 
 

~ S H W N R D 1 .  
｢ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 有り｣ 

 

 
~ S H W N R D 0 .  

｢ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 無し｣ 
 
 

反転(ﾈｶﾞ)ｺｰﾄﾞ読み取り 

~ V I D R E V 1 .  
｢反転(ﾈｶﾞ)ｺｰﾄﾞのみ読み取り 有り｣ 

 

 
~ V I D R E V 2 .  

｢反転(ﾈｶﾞ)ｺｰﾄﾞ+通常ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ V I D R E V 0 .  
｢反転(ﾈｶﾞ)ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 
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ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ(ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞ) 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞは、ﾘｰﾀﾞの読取ﾌｨｰﾙﾄﾞの有効範囲を制限する設定です。この設定を利用することで、ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞで、ﾀｰｹﾞ

ｯﾄに複数のｺｰﾄﾞが隣接する場合でも、確実に目的のｺｰﾄﾞを読み取ることができるようになります。 
 
｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 有り｣に設定した場合、設定された有効範囲を通過しない限り、目的のｺｰﾄﾞを読み取ることはできません。 
 
下記の例では、黒枠の四角形部分が設定されたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞの有効範囲です。有効範囲は、左 20%・右 30%・
上 8%・下 25%に設定されています。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 は、有効範囲内にあるため、読み取られますが、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 2 は、有

効範囲外のため、対象外となります。有効範囲内にｺｰﾄﾞ全体が入る必要はありません。 
 

 
 
下記の｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 上・下・左・右｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から範囲(%)をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣

をｽｷｬﾝします。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、上 40%・下 60%・左 40%・右 60%です。 
 

~ D E C W I N 1 .  
｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 有り｣ 

 

 
~ D E C W I N 0 .  

｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 無し｣ 

~ D E C T O P .  
｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 上｣ 

 

 
~ D E C B O T .  

｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 下｣ 

~ D E C L F T .  
｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 左｣ 

 

 
~ D E C R G T .  

｢ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 右｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ｺｰﾄﾞの向き 
幾つかのｺｰﾄﾞは、向きに対して繊細です。例えば、KIX ｺｰﾄﾞや OCR が上下反転したり、左右に回転すると、誤読が

発生します。向きに対して繊細なｺｰﾄﾞを正方向以外で読み取る必要がある場合は、この設定を行ってください。 
 

 
 
 
 

~ R O T S T N 0 .  
｢正方向｣ 

 

 
~ R O T S T N 1 .  

｢右 90°回転｣ 

~ R O T S T N 2 .  
｢上下反転｣ 

 

 
~ R O T S T N 3 .  

｢左 90°回転｣ 
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ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの設定 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻｲﾌｨｯｸｽとは 
読取ﾃﾞｰﾀの前後に任意のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ及びｻﾌｨｯｸｽを付加送信することができます。下記に基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを示します。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 無し) 

読取ﾃﾞｰﾀ 
ｻﾌｨｯｸｽ 

(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 無し) 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ及びｻﾌｨｯｸｽには、それぞれ最大 200 ｷｬﾗｸﾀまで設定することができます。 
 
 

ｸｲｯｸ設定(ｻﾌｨｯｸｽ Enter) 
全てのｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙのｻﾌｨｯｸｽを Enter に設定します。 
 

~ V S U F C R .  
ｻﾌｨｯｸｽ Enter(全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ) 

 
(*) RS232C/USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでは、CR(0Dhex)が送信されます。 
 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの設定 
下記の｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定｣又は｢ｻﾌｨｯｸｽ設定｣をｽｷｬﾝし、続けて、対象ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙに対応する値(｢補足 A. ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ表｣

を参照)と設定したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 
 

~ P R E B K 2 .  
｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定｣ 

 

 ~ P R E C L 2 .  
｢1 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽｸﾘｱ｣ 

~ P R E C A 2 .  
｢全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽｸﾘｱ｣ 

 

 ~ S U F B K 2 .  
｢ｻﾌｨｯｸｽ設定｣ 

~ S U F C L 2 .  
｢1 ｻﾌｨｯｸｽｸﾘｱ｣ 

 

 ~ S U F C A 2 .  
｢全ｻﾌｨｯｸｽｸﾘｱ｣ 

 
例)全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ(99hex)のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを ABC に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定｣→｢9｣｢9｣｢4｣｢1｣｢4｣｢2｣｢4｣｢3｣→｢確定｣ 
 
例)全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ(99hex)のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを標準ｺｰﾄﾞ IDに設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定｣→｢9｣｢9｣｢5｣｢C｣｢8｣｢0｣→｢確定｣ 
 
例)ｺｰﾄﾞ 39(62hex)の全ｻﾌｨｯｸｽをｸﾘｱする場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢全ｻﾌｨｯｸｽｸﾘｱ｣→｢6｣｢2｣ 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 
読取ﾃﾞｰﾀに含まれるﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞを送信する場合は、｢ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 有り｣に設定してください。ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞの

割り付けについては、｢補足 B. ASCII ｺｰﾄﾞ変換表｣を参照ください。 
 

~ R M V F N C 0 .  
｢ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 有り｣ 

 

 
~ R M V F N C 1 .  

｢ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 無し｣ 
 
 

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
下記の｢ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾃﾞｨﾚｲをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。

設定範囲は、0~5000 で、設定単位はﾐﾘ秒です。但し、5 ﾐﾘ秒毎の設定になります。 
 

~ D L Y C H R .  
｢ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣ 

 

 
 

例)ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲを 4 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ｣→｢4｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
 
｢参考｣ 
ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲは、USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでは機能しません。ﾃﾞｨﾚｲを無しに設定したい場合は、0 を設定します。 
 
 

指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 
指定ｷｬﾗｸﾀ送信後に挿入するﾃﾞｨﾚｲです。下記の｢指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾃﾞ

ｨﾚｲをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~5000 で、設定単位はﾐﾘ秒です。但し、5 ﾐﾘ秒毎の設

定になります。 
 

~ D L Y C R X .  
｢指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ｣ 

 
続いて、指定ｷｬﾗｸﾀを設定します。下記の｢指定ｷｬﾗｸﾀ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣から ASCII ｺｰﾄﾞ

をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 
 

~ D L Y X X .  
｢指定ｷｬﾗｸﾀ｣ 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｬｸﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗｷｬﾗｸﾀ送信後に挿入されるﾃﾞｨﾚｲです。｢補足 B. ASCII ｺｰﾄﾞ変換表｣を参照ください。 
 
下記の｢ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾃﾞｨﾚｲをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝしま

す。設定範囲は、0~5000 で、設定単位はﾐﾘ秒です。但し、5 ﾐﾘ秒毎の設定になります。 
 

~ D L Y F N C .  
｢ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ｣ 

 
 

例)ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲを 4秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ｣→｢4｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
 
 

ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ 
読取ﾃﾞｰﾀと読取ﾃﾞｰﾀの間に挿入されるﾃﾞｨﾚｲです。 
 
下記の｢ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣からﾃﾞｨﾚｲをｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。

設定範囲は、0~5000 で、設定単位はﾐﾘ秒です。但し、5 ﾐﾘ秒毎の設定になります。 
 

~ D L Y F N C .  
｢ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ｣ 

 
 

例) ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲを 4 秒に設定する場合、下記の順にｽｷｬﾝします。 
 

｢ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ｣→｢4｣｢0｣｢0｣｢0｣→｢確定｣ 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 
~ K 1 K  

1 

~ K 2 K  
2 

 

 
~ K 3 K  

3 

~ K 4 K  
4 

 

 
~ K 5 K  

5 

~ K 6 K  
6 

 

 
~ K 7 K  

7 

~ K 8 K  
8 

 

 
~ K 9 K  

9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 
~ M N U A B T .  

｢破棄｣ 
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ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀ 
ﾘｰﾀﾞは読取ﾃﾞｰﾀを任意に加工編集して出力することが可能な強力なﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀを搭載しています。例えば、読

取ﾃﾞｰﾀの指定位置にｷｬﾗｸﾀを挿入したり、指定位置のﾃﾞｰﾀを削除するなど、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙな編集を行うことができます。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、無効です。 
 
通常、ﾘｰﾀﾞはｺｰﾄﾞを読み取ると自動的にそのﾃﾞｰﾀを送信します。しかし、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀを使用する場合は、ﾌｫｰ

ﾏｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中で明示的に送信ｺﾏﾝﾄﾞを使用する必要があります。 
 
ﾘｰﾀﾞには、4 までのﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを登録することができ、それらはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされた順番にｽﾀｯｸされます。但し、下記の

ﾘｽﾄに示す順序で、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄは適用されます。 
 

1. 指定ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 指定ｺｰﾄﾞ ID, 指定桁数 
2. 指定ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 指定ｺｰﾄﾞ ID, 任意桁数 
3. 指定ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 任意ｺｰﾄﾞ ID, 指定桁数 
4. 指定ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 任意ｺｰﾄﾞ ID, 任意桁数 
5. 任意ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 指定ｺｰﾄﾞ ID, 指定桁数 
6. 任意ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 指定ｺｰﾄﾞ ID, 任意桁数 
7. 任意ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 任意ｺｰﾄﾞ ID, 指定桁数 
8. 任意ﾀｰﾐﾅﾙ ID, 任意ｺｰﾄﾞ ID, 任意桁数 

 
ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀで定義可能なｻｲｽﾞは、ﾍｯﾀﾞ情報を含めて最大 2000 ﾊﾞｲﾄです。 
ﾘｰﾀﾞは、最初のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄが適用外の場合、次のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ(複数登録されている場合)をﾁｪｯｸします。全てのﾃﾞｰﾀ

ﾌｫｰﾏｯﾄが適用外の場合、ﾘｰﾀﾞは何も加工編集を行わず、読取ﾃﾞｰﾀをそのまま送信します。 
 
全てのﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄをｸﾘｱして、初期状態に戻したい場合は、下記の｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ初期化｣をｽｷｬﾝしてください。 
 

~ D F M D F 3 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ初期化｣ 

 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ ID 表 
ﾀｰﾐﾅﾙ ﾓﾃﾞﾙ ﾀｰﾐﾅﾙ ID 

USB 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(英語) 124 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(Mac) 125 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(日本語) 134 

USB ｼﾘｱﾙ 130 
HID POS 131 
USB SurePOS Handheld 128 
USB SurePOS Tabletop 129 

ｼﾘｱﾙ 
RS232C 000 
RS485 051 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
PS2 互換 003 

AT 互換 002 
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ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの登録 
下記の手順に従って、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの追加登録を行います。 
 
1. 最初に｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ登録開始｣をｽｷｬﾝします。 
2. 次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から 0~3 をｽｷｬﾝします。0~3 は、それぞれ 0 = 基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ, 1 = 代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 1, 

2 = 代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 2, 3 = 代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 3 を意味します。 
3. ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを適用する指定ﾀｰﾐﾅﾙ ID(前頁を参照)3 桁を次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣でｽｷｬﾝします。任意ﾀｰﾐﾅﾙ ID(全

てのﾀｰﾐﾅﾙ ID)に設定する場合は、｢099｣をｽｷｬﾝします。例えば、指定ﾀｰﾐﾅﾙ ID を USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(日本語)に設

定する場合は、｢134｣をｽｷｬﾝします。 
4. ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを適用する指定ｺｰﾄﾞ ID(｢補足 A. ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ表｣の標準ｺｰﾄﾞ ID を参照)2 桁を次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ

表｣でｽｷｬﾝします。任意ｺｰﾄﾞ ID(全てのｺｰﾄﾞ ID)に設定する場合は、｢99｣をｽｷｬﾝします。例えば、指定ｺｰﾄﾞ ID
をｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)に設定する場合は、｢61｣をｽｷｬﾝします。 

5. ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを適用する指定桁数(最大 9999)4 桁を次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣でｽｷｬﾝします。任意桁数(全ての桁

数)に設定する場合は、｢9999｣をｽｷｬﾝします。例えば、指定桁数を 40 桁に設定する場合は、｢0040｣をｽｷｬﾝし

ます。 
6. ｢ｴﾃﾞｨﾀｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照して、希望する加工編集内容に合わせたｺﾏﾝﾄﾞを次頁の｢英数字ｺｰﾄﾞ表｣でｽｷｬﾝします。 
7. 最後に｢確定｣をｽｷｬﾝすれば登録完了です。登録せずに破棄する場合は、｢破棄｣をｽｷｬﾝします。 
 

1 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ登録と同様に、｢1 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ｣をｽｷｬﾝ後、基本/代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ(0~3)、ﾀｰﾐﾅﾙ ID、ｺｰﾄﾞ ID、桁数の

順にｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。条件に合致したﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄがｸﾘｱされます。 
 

全ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ 

｢全ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ｣をｽｷｬﾝ後、｢確定｣をｽｷｬﾝすると、全てのﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄがｸﾘｱされます。 
 

~ D F M B K 3 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ登録開始｣ 

 

 
~ D F M C L 3 .  

｢1 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ｣ 

~ D F M C A 3 .  
｢全ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ｣ 

 

 
 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀでは、読取ﾃﾞｰﾀの編集位置を仮想ｶｰｿﾙ(以下、ｶｰｿﾙ)を移動させることで決定します。以下に説明

するｺﾏﾝﾄﾞにより、ｶｰｿﾙ位置の移動、編集箇所の選択、置換、ﾃﾞｰﾀ挿入を行い、最終出力ﾃﾞｰﾀを作成します。 
 

送信ｺﾏﾝﾄﾞ 

F1xx 
全てのｷｬﾗｸﾀを送信 
現在のｶｰｿﾙ位置以降の全てのﾃﾞｰﾀを送信し、最後に指定されたｷｬﾗｸﾀを付加送信します。xx には

付加送信したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

F2nnxx 
指定桁数を送信 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定桁数のﾃﾞｰﾀを送信し、最後に指定されたｷｬﾗｸﾀを付加送信します。nn
には、桁数 00~99 を指定し、xx には付加送信したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀを最初の 5 桁とそれ以降に分割し、それぞれ CR(0Dhex)を付加送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : F2100DF10D 
 
F2=ｺﾏﾝﾄﾞ, 10=10 桁, 0D=CR, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

送信結果 
12345<CR> 
67890<CR> 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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F3ssxx 

検索ｷｬﾗｸﾀが見つかるまで全てのｷｬﾗｸﾀを送信 
現在のｶｰｿﾙ位置から検索ｷｬﾗｸﾀが見つかるまで全てのﾃﾞｰﾀを送信し、最後に指定されたｷｬﾗｸﾀを付

加送信します。送信には検索ｷｬﾗｸﾀは含まれません。ｶｰｿﾙは、検索ｷｬﾗｸﾀの前に移動します。ss
には、検索ｷｬﾗｸﾀ、xx には付加送信したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀを｢4｣が見つかるまで送信し、最後に CR(0Dhex)を付加送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : F3340D 
 
F3=ｺﾏﾝﾄﾞ, 34=｢4｣, 0D=CR 

 

B9nnnns…s 

検索文字列が見つかるまで全てのｷｬﾗｸﾀを送信 
現在のｶｰｿﾙ位置から検索文字列が見つかるまで全てのﾃﾞｰﾀを送信します。送信には検索文字列は

含まれません。ｶｰｿﾙは、検索文字列の前に移動します。nnnn には、検索文字列の桁数、s…s に

は検索文字列の ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 
 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀを｢45｣が見つかるまで送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : B900023435 
 
B9=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0002=2 桁, 3435=｢45｣ 

 
 

E9nn 
後方から指定桁数を除く全てのｷｬﾗｸﾀを送信 
現在のｶｰｿﾙ位置から始めて、後方から指定桁数を除く全てのﾃﾞｰﾀを送信します。ｶｰｿﾙは、送信し

た最後のｷｬﾗｸﾀの後ろに移動します。nn には、送信から除きたい後方からの桁数を指定します。 

F4xxnn 
指定ｷｬﾗｸﾀを指定回数送信 
指定ｷｬﾗｸﾀを指定回数送信します。ｶｰｿﾙは、移動しません。xx には送信したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺ

ｰﾄﾞ、nn には、送信回数を指定します。 
 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀから後方 2 桁を除いて送信し、続けて TAB(09hex)を 2 回送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : E902F40902 
 
E9=ｺﾏﾝﾄﾞ, 02=2 桁, F4=ｺﾏﾝﾄﾞ, 09=TAB, 02=2 回 

 

BAnnnns…s 
指定桁数の文字列を送信 
指定桁数の文字列を送信します。ｶｰｿﾙは、移動しません。nnnn には、文字列の桁数、s…s には

文字列の ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 
 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀを｢45｣が見つかるまで送信し、続けてｱｽﾀﾘｽｸ 2文字｢**｣を送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : B900023435BA00022A2A 
 
B9=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0002=2 桁, 3435=｢45｣, BA=ｺﾏﾝﾄﾞ, 2A2A=｢**｣ 

 

B3 
ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ名を送信 
ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ名を送信します。ｶｰｿﾙは、移動しません。 

B4 
ｺｰﾄﾞ桁数を送信 
ｺｰﾄﾞ桁数を送信します。ｶｰｿﾙは、移動しません。 

 
例) ｺｰﾄﾞ 128 の 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀの前方にｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ名、ｺｰﾄﾞ桁数を付加して送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : B3B4F10D 
 
B3=ｺﾏﾝﾄﾞ, B4=ｺﾏﾝﾄﾞ, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=<CR> 

送信結果 
123<CR> 

送信結果 
123<CR> 

送信結果 
12345678<TAB><TAB> 

送信結果 
123** 

送信結果 
Code128101234567890<CR> 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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B5xxssnn 

ｷｰｽﾄﾛｰｸを送信 
ｷｰｽﾄﾛｰｸ又はｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰｽﾄﾛｰｸを送信します。ｶｰｿﾙは、移動しません。xx には、ｷｰを押す回数

(ｷｰﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは除く)、ss にはｷｰﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(下表を参照)、nn にはｷｰ番号を指定します。ｷｰ番号

については、｢補足 C. ｷｰ番号表｣を参照ください。 
 

ｷｰﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ表 
無し 00 

左 Shift 01 

右 Shift 02 

左 Alt 04 

右 Alt 08 

左 Ctrl 10 

右 Ctrl 20 
 
例) 104 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(米国)の｢A｣を送信する場合(PC の Caps lock はｵﾌ状態とする) 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : B501021F 
 
B5=ｺﾏﾝﾄﾞ, 01=1 桁, 02=右 Shift, 1F=｢a｣ (右 Shift+a=｢A｣) 

 
 

移動ｺﾏﾝﾄﾞ 

F5nn 
ｶｰｿﾙを指定ｷｬﾗｸﾀ分後方へ移動 
ｶｰｿﾙを現在位置から指定ｷｬﾗｸﾀ分後方へ移動します。nn には、移動させるｷｬﾗｸﾀ数(00~99)を指

定します。 

F6nn 
ｶｰｿﾙを指定ｷｬﾗｸﾀ分前方へ移動 
ｶｰｿﾙを現在位置から指定ｷｬﾗｸﾀ分前方へ移動します。nn には、移動させるｷｬﾗｸﾀ数(00~99)を指

定します。 

F7 
ｶｰｿﾙを先頭に移動 
ｶｰｿﾙを先頭に移動します。 

EA 
ｶｰｿﾙを最終ｷｬﾗｸﾀに移動 
ｶｰｿﾙを最終ｷｬﾗｸﾀに移動します。 

 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀで、ｶｰｿﾙを 3 つ前方へ移動した後、ｶｰｿﾙ位置以降のﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : F503F10D 
 
F5=ｺﾏﾝﾄﾞ, 03=3 桁, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 
ｶｰｿﾙの移動方向に関して 
 

ｶｰｿﾙの初期位置と移動方向 
 ← 前方移動     後方移動 → 

ｶｰｿﾙ ↓                    

ﾃﾞｰﾀ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
後方へ 5 ｷｬﾗｸﾀ分移動(F5) 

ｶｰｿﾙ           ↓          

ﾃﾞｰﾀ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
 

前方へ 3 ｷｬﾗｸﾀ分移動(F6) 
ｶｰｿﾙ     ↓                

ﾃﾞｰﾀ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
 

先頭へ移動 
ｶｰｿﾙ ↓                    

ﾃﾞｰﾀ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
 

送信結果 
4567890<CR> 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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検索ｺﾏﾝﾄﾞ 

F8xx 
指定ｷｬﾗｸﾀを後方検索 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定ｷｬﾗｸﾀを後方検索します。指定ｷｬﾗｸﾀが見つかると、ｶｰｿﾙをその前に移動

します。xx には検索したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

F9xx 
指定ｷｬﾗｸﾀを前方検索 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定ｷｬﾗｸﾀを前方検索します。指定ｷｬﾗｸﾀが見つかると、ｶｰｿﾙをその前に移動

します。xx には検索したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 
 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀで、｢4｣を後方検索し、｢4｣を含むそれ以降のﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : F834F10D 
 
F8=ｺﾏﾝﾄﾞ, 34=｢4｣, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 

B0nnnns…s 
指定文字列の後方検索 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定文字列を後方検索します。指定文字列が見つかると、ｶｰｿﾙをその前に移

動します。nnnn には、検索文字列の桁数、s…s には文字列の ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

B1nnnns…s 
指定文字列の前方検索 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定文字列を前方検索します。指定文字列が見つかると、ｶｰｿﾙをその前に移

動します。nnnn には、検索文字列の桁数、s…s には文字列の ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 
 
例) 123456890 という読取ﾃﾞｰﾀで、｢45｣を後方検索し、｢45｣を含むそれ以降のﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : B000023435F10D 
 
B0=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0002=2 桁, 3435=｢45｣, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 

E6xx 
指定ｷｬﾗｸﾀを後方不一致検索 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定ｷｬﾗｸﾀを後方不一致検索します。指定ｷｬﾗｸﾀ以外が見つかると、ｶｰｿﾙをそ

の前に移動します。xx には検索したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

E7xx 
指定ｷｬﾗｸﾀを前方不一致検索 
現在のｶｰｿﾙ位置から指定ｷｬﾗｸﾀを前方不一致検索します。指定ｷｬﾗｸﾀ以外が見つかると、ｶｰｿﾙをそ

の前に移動します。xx には検索したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 
 
例) 0000012345 という読取ﾃﾞｰﾀで、｢0｣を後方不一致検索し、それ以降のﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : E630F10D 
 
F6=ｺﾏﾝﾄﾞ, 30=｢0｣, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 

その他ｺﾏﾝﾄﾞ 

FBnnxx..zz 
指定ｷｬﾗｸﾀを抑止 
指定ｷｬﾗｸﾀを抑止します。ｶｰｿﾙは移動しません。nn には、指定するｷｬﾗｸﾀ数、xx..ZZ には抑止

したいｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。異なる 15 ｷｬﾗｸﾀまでを指定可能です。 

FC 
指定ｷｬﾗｸﾀ抑止の解除 
指定ｷｬﾗｸﾀ抑止を解除します。ｶｰｿﾙは移動しません。 

 
例) 123@456@890 という読取ﾃﾞｰﾀで、｢@｣を抑止して、ﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : FB0140F10D 
 
FB=ｺﾏﾝﾄﾞ, 01=1 ｷｬﾗｸﾀ, 40=｢@｣, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 
 
 

送信結果 
4567890<CR> 

送信結果 
4567890<CR> 

送信結果 
12345<CR> 

送信結果 
1234567890<CR> 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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E4nnxx1xx2yy1yy2…zz1zz2 

ｷｬﾗｸﾀを置換 
ｷｬﾗｸﾀを指定ｷｬﾗｸﾀに置換します。ｶｰｿﾙは移動しません。nn には、置換するｷｬﾗｸﾀ

数、xx1xx2yy1yy2…zz1zz2 には抑止したい置換前のｷｬﾗｸﾀとの置換後のｷｬﾗｸﾀ

の ASCII ｺｰﾄﾞを交互に指定します。異なる 15 ｷｬﾗｸﾀまでを置換可能です。 

E5 
ｷｬﾗｸﾀ置換の解除 
ｷｬﾗｸﾀ置換を解除します。 

 
例) 10203040 という読取ﾃﾞｰﾀで、｢0｣を｢@｣に置換して、ﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : E4023040F10D 
 
E4=ｺﾏﾝﾄﾞ, 02=2 ｷｬﾗｸﾀ, 30=｢0｣, 40=｢@｣, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 

FExx 
指定ｷｬﾗｸﾀの比較 
現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀと指定ｷｬﾗｸﾀを比較します。指定ｷｬﾗｸﾀと同じであれば、ｶｰｿﾙをそのｷｬﾗｸ

ﾀの後ろに移動します。xx にはｷｬﾗｸﾀの ASCII ｺｰﾄﾞを指定します。 

B2nnnns…s 

指定文字列の比較 
現在のｶｰｿﾙ位置の文字列と指定文字列を比較します。指定文字列と同じであれば、ｶｰｿﾙをその文

字列の後ろに移動します。nnnn には、指定文字列の桁数、s…s には文字列の ASCII ｺｰﾄﾞを指

定します。 
 
例) ｢Test｣という文字列を比較する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : B2000454657374 
 
B2=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0004=4 桁, 54657374=｢Test｣ 

 

EC 
数字ﾃﾞｰﾀかをﾁｪｯｸ 
現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀが数字であるかをﾁｪｯｸします。数字でない場合、処理をｱﾎﾞｰﾄします。 

ED 
数字ﾃﾞｰﾀ以外かをﾁｪｯｸ 
現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀが数字以外であるかをﾁｪｯｸします。数字の場合、処理をｱﾎﾞｰﾄします。 

 
例) 先頭ｷｬﾗｸﾀが数字の場合のみﾃﾞｰﾀを送信する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : ECF10D 
 
EC=ｺﾏﾝﾄﾞ, F1=ｺﾏﾝﾄﾞ, 0D=CR 

 
 
 

EFnnnn 
ﾃﾞｨﾚｲを挿入 
ﾃﾞｨﾚｲを挿入します。nnnn には、ﾃﾞｨﾚｲを指定します。範囲は、0000~9999 で、設定単位は、

5 ﾐﾘ秒(9999x5=49995 ﾐﾘ秒)です。 

B8 ﾃﾞｰﾀを破棄 
ﾃﾞｰﾀを破棄します。 

 
例) 先頭が A で始まる読取ﾃﾞｰﾀを破棄する場合 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ : FE41B8 
 
FE=ｺﾏﾝﾄﾞ, 41=｢A｣, B8=ｺﾏﾝﾄﾞ 

 
｢注意｣ 
 B8 ｺﾏﾝﾄﾞは、全てのｺﾏﾝﾄﾞを実行した最後に実行しなければいけません。 
 B8 ｺﾏﾝﾄﾞを実行する場合、｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 有効(必須)｣に設定しなければいけません。 
 

送信結果 
1@2@3@4<CR> 

送信結果 
読取ﾃﾞｰﾀ① : 123ABCD 
123ABCD<CR> 
読取ﾃﾞｰﾀ② : ABCD123 
先頭ｷｬﾗｸﾀが数字でないため、処理をｱﾎﾞｰﾄ 
次のﾌｫｰﾏｯﾄ登録があれば、それを適用 
なければ、生ﾃﾞｰﾀ｢ABCD123｣がそのまま送信されます。 
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英数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ K A K  
A 

 

 ~ K B K  
B 

~ K C K  
C 

 

 ~ K D K  
D 

~ K E K  
E 

 

 ~ K F K  
F 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの有効化 
登録したﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを適用するには、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを有効にする必要があります。用途に応じて、下記の何れかを有

効にしてください。 
 

~ D F M E N 0 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 無効｣ 

 

 
~ D F M E N 1 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 有効, ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ 有り｣ 

~ D F M E N 2 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 有効(必須), ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ 有り｣ 

 

 
~ D F M E N 3 .  

｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 有効, ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ 無し｣ 

~ D F M E N 4 .  
｢ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 有効(必須), ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ 無し｣ 

 

 
 

基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄと代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾘｰﾀﾞには、4 つまでのﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを登録することができます。基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄは 0、代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄは 1~3 に登録

されます。下記からﾘｰﾀﾞで使用するﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄをｽｷｬﾝします。 
 

~ R M V F N C 0 .  
｢基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ｣ 

 

 
~ R M V F N C 1 .  

｢代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 1｣ 

~ R M V F N C 0 .  
｢代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 2｣ 

 

 
~ R M V F N C 1 .  

｢代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 3｣ 
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9. 読取ｺｰﾄﾞの設定 
この章では、読取ｺｰﾄﾞの各種ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行います。 
 

全ｺｰﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞがｻﾎﾟｰﾄしている全てのｺｰﾄﾞを読み取る場合は、｢全ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣に設定します。 
 

~ A L L E N A 1 .  
｢全ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

 

 
~ A L L E N A 0 .  

｢全ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 
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ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

~ C B R D F T .  
｢全ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)設定を初期化｣ 

 

 ~ C B R E N A 1 .  
｢ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り 有り｣ 

~ C B R E N A 0 .  
｢ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り 無し｣ 

 

 ~ C B R S S X 1 .  
｢ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 有り｣ 

~ C B R S S X 0 .  
｢ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 無し｣ 

 

 ~ C B R C K 2 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 無し｣ 

~ C B R C K 2 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査 有り, 送信 無し｣ 

 

 ~ C B R C K 2 2 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査 有り, 送信 有り｣ 

~ C B R C C T 1 .  
｢連結読み取り 有り｣ 

 

 ~ C B R C C T 0 .  
｢連結読み取り 無し｣ 

~ C B R C C T 2 .  
｢連結 必須｣ 

 

 ~ C B R M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ C B R M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

連結読み取り 

ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ｢D｣で終わるｺｰﾄﾞとｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ｢D｣で始まるｺｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀを連結して一つのﾃﾞｰﾀとして扱います。｢必須｣を

設定した場合、連結対象以外のｺｰﾄﾞは読み取れません。 
 

A 1 2 3 4 D    D 5 6 7 8 A  
 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、2 桁~60 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 60 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ｺｰﾄﾞ 39 

~ C 3 9 D F T .  
｢全ｺｰﾄﾞ 39 設定を初期化｣ 

 

 ~ C 3 9 E N A 1 .  
｢ｺｰﾄﾞ 39読み取り 有り｣ 

~ C 3 9 E N A 0 .  
｢ｺｰﾄﾞ 39 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C 3 9 A S C 1 .  
｢ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り 有り｣ 

~ C 3 9 A S C 0 .  
｢ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り 無し｣ 

 

 ~ C 3 9 S S X 1 .  
｢ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 有り｣ 

~ C 3 9 S S X 0 .  
｢ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 無し｣ 

 

 ~ C 3 9 C K 2 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 無し｣ 

~ C 3 9 C K 2 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 有り, 送信 無し｣ 

 

 ~ C 3 9 C K 2 2 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 有り, 送信 有り｣ 

~ C 3 9 A P P 1 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 有り｣ 

 

 ~ C 3 9 A P P 0 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 無し｣ 

~ C 3 9 B 3 2 1 .  
｢ｺｰﾄﾞ 32 読み取り 有り｣ 

 

 ~ C 3 9 B 3 2 0 .  
｢ｺｰﾄﾞ 32 読み取り 無し｣ 

~ C 3 9 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

 

 ~ C 3 9 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、0 桁~48 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 0 桁と 48 桁です。
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 

~ I 2 5 D F T .  
｢全ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 設定を初期化｣ 

 

 ~ I 2 5 E N A 1 .  
｢ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 有り｣ 

~ I 2 5 E N A 0 .  
｢ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ I 2 5 C K 2 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 無し｣ 

~ I 2 5 C K 2 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 有り, 送信 無し｣ 

 

 ~ I 2 5 C K 2 2 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 有り, 送信 有り｣ 

~ I 2 5 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

 

 ~ I 2 5 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、2 桁~80 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 80 桁です。
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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NEC 2 ｵﾌﾞ 5 

~ N 2 5 D F T .  
｢全 NEC 2 ｵﾌﾞ 5 設定を初期化｣ 

 

 ~ N 2 5 E N A 1 .  
｢NEC 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 有り｣ 

~ N 2 5 E N A 0 .  
｢NEC 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ N 2 5 C K 2 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 無し｣ 

~ N 2 5 C K 2 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 有り, 送信 無し｣ 

 

 ~ N 2 5 C K 2 2 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 有り, 送信 有り｣ 

~ N 2 5 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

 

 ~ N 2 5 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、2 桁~80 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 80 桁です。
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ｺｰﾄﾞ 93 

~ C 9 3 D F T .  
｢全ｺｰﾄﾞ 39 設定を初期化｣ 

 

 ~ C 9 3 E N A 1 .  
｢ｺｰﾄﾞ 93読み取り 有り｣ 

~ C 9 3 E N A 0 .  
｢ｺｰﾄﾞ 93 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C 9 3 A P P 1 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 有り｣ 

~ C 9 3 A P P 0 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 無し｣ 

 

 ~ C 9 3 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ C 9 3 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、0 桁~80 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 0 桁と 80 桁です。 
 
 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2 ｵﾌﾞ 5 

~ R 2 5 D F T .  
｢全ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2 ｵﾌﾞ 5 設定を初期化｣ 

 

 ~ R 2 5 E N A 1 .  
｢ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 有り｣ 

~ R 2 5 E N A 0 .  
｢ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ R 2 5 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ R 2 5 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~48 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 48 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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IATA 2 ｵﾌﾞ 5 

~ A 2 5 D F T .  
｢全 IATA 2 ｵﾌﾞ 5 設定を初期化｣ 

 

 ~ A 2 5 E N A 1 .  
｢IATA 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 有り｣ 

~ A 2 5 E N A 0 .  
｢IATA 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ A 2 5 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ A 2 5 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~48 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 48 桁です。 
 
 

ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 

~ X 2 5 D F T .  
｢全ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 設定を初期化｣ 

 

 ~ X 2 5 E N A 1 .  
｢ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 有り｣ 

~ X 2 5 E N A 0 .  
｢ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ X 2 5 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ X 2 5 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~80 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 80 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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ｺｰﾄﾞ 128 

~ 1 2 8 D F T .  
｢全ｺｰﾄﾞ 128 設定を初期化｣ 

 

 ~ 1 2 8 E N A 1 .  
｢ｺｰﾄﾞ 128読み取り 有り｣ 

~ 1 2 8 E N A 0 .  
｢ｺｰﾄﾞ 128 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C 9 3 A P P 1 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 有り｣ 

~ C 9 3 A P P 0 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 無し｣ 

 

 ~ 1 2 8 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ 1 2 8 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、0 桁~80 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 0 桁と 80 桁です。 
 
 

GS1-128 

~ G S 1 D F T .  
｢全 GS1-128 設定を初期化｣ 

 

 ~ G S 1 E N A 1 .  
｢GS1-128 読み取り 有り｣ 

~ G S 1 E N A 0 .  
｢GS1-128 読み取り 無し｣ 

 

 ~ G S 1 M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ G S 1 M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~80 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 800 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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UPC-A 

~ U P A D F T .  
｢全 UPC-A 設定を初期化｣ 

 

 ~ U P B E N A 1 .  
｢UPC-A 読み取り 有り｣ 

~ U P B E N A 0 .  
｢UPC-A 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P A E N A 0 .  
｢UPC-A→EAN-13 変換 有り｣ 

~ U P A E N A 1 .  
｢UPC-A→EAN-13 変換 無し｣ 

 

 ~ U P A C K X 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 有り｣ 

~ U P A C K X 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 無し｣ 

 

 ~ U P A N S X 1 .  
｢ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 有り｣ 

~ U P A N S X 0 .  
｢ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 無し｣ 

 

 ~ U P A A D 2 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 有り｣ 

~ U P A A D 2 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P A A D 5 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 有り｣ 

~ U P A A D 5 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P A A R Q 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 有り｣ 

~ U P A A R Q 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P A A D S 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 有り｣ 

~ U P A A D S 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 無し｣ 
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UPC-E 

~ U P E D F T .  
｢全 UPC-E 設定を初期化｣ 

 

 ~ U P E E N 0 1 .  
｢UPC-E0 読み取り 有り｣ 

~ U P E E N 0 0 .  
｢UPC-E0 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P E E N 1 1 .  
｢UPC-E1 読み取り 有り｣ 

~ U P E E N 1 0 .  
｢UPC-E1 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P E E X P 1 .  
｢UPC-E→UPC-A 12 桁変換 有り｣ 

~ U P E E X P 0 .  
｢UPC-E→UPC-A 12 桁変換 無し｣ 

 

 ~ U P E C K X 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 有り｣ 

~ U P E C K X 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 無し｣ 

 

 ~ U P E N S X 1 .  
｢先頭 0 送信 有り｣ 

~ U P E N S X 0 .  
｢先頭 0 送信 無し｣ 

 

 ~ U P E A D 2 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 有り｣ 

~ U P E A D 2 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P E A D 5 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 有り｣ 

~ U P E A D 5 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P E A D Q 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 有り｣ 

~ U P E A D Q 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 無し｣ 

 

 ~ U P E A D S 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 有り｣ 

~ U P E A D S 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 無し｣ 
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EAN/JAN-13 

~ E 1 3 D F T .  
｢全 EAN/JAN-13 設定を初期化｣ 

 

 ~ E 1 3 E N A 1 .  
｢EAN/JAN-13 読み取り 有り｣ 

~ E 1 3 E N A 0 .  
｢EAN/JAN-13 読み取り 無し｣ 

 

 ~ E 1 3 C K X 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 有り｣ 

~ E 1 3 C K X 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 無し｣ 

 

 ~ E 1 3 I S B 0 .  
｢ISBN 変換 無し｣ 

~ E 1 3 I S B 1 .  
｢ISBN 変換 有り｣ 

 

 ~ E 1 3 A D 2 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 有り｣ 

~ E 1 3 A D 2 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 無し｣ 

 

 ~ E 1 3 A D 5 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 有り｣ 

~ E 1 3 A D 5 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ E 1 3 A R Q 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 有り｣ 

~ E 1 3 A R Q 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 無し｣ 

 

 ~ E 1 3 A D S 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 有り｣ 

~ E 1 3 A D S 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 無し｣ 
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EAN/JAN-8 

~ E A 8 D F T .  
｢全 EAN/JAN-8 設定を初期化｣ 

 

 ~ E A 8 E N A 1 .  
｢EAN/JAN-8 読み取り 有り｣ 

~ E A 8 E N A 0 .  
｢EAN/JAN-8 読み取り 無し｣ 

 

 ~ E A 8 C K X 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 有り｣ 

~ E A 8 C K X 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 無し｣ 

 

 ~ E A 8 A D 2 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 有り｣ 

~ E A 8 A D 2 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り 無し｣ 

 

 ~ E A 8 A D 5 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 有り｣ 

~ E A 8 A D 5 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り 無し｣ 

 

 ~ E A 8 A R Q 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 有り｣ 

~ E A 8 A R Q 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須読み取り 無し｣ 

 

 ~ E A 8 A D S 1 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 有り｣ 

~ E A 8 A D S 0 .  
｢ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ(ｽﾍﾟｰｽ)挿入 無し｣ 
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MSI 

~ M S I D F T .  
｢全 MSI 設定を初期化｣ 

 

 ~ M S I E N A 1 .  
｢MSI 読み取り 有り｣ 

~ M S I E N A 0 .  
｢MSI 読み取り 無し｣ 

 

 ~ M S I C H K 0 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査有り, 送信 無し｣ 

~ M S I C H K 1 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査有り, 送信 有り｣ 

 

 ~ M S I C H K 2 .  
｢2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査有り, 送信 無し｣ 

~ M S I C H K 3 .  
｢2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査有り, 送信 有り｣ 

 

 ~ M S I C H K 4 .  
｢2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 11/10)検査有り, 送信 無し｣ 

~ M S I C H K 5 .  
｢2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 11/10)検査有り, 送信 有り｣ 

 

 ~ M S I C H K 6 .  
｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し｣ 

~ M S I M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

 

 ~ M S I M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、4 桁~48 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 48 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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GS1 Databar Omnidirectional 

~ R S S D F T .  
｢全 GS1 Databar Omnidirectional 設定を初期化｣ 

 

 ~ R S S E N A 1 .  
｢Databar Omnidirectional 読み取り 有り｣ 

~ R S S E N A 0 .  
｢Databar Omnidirectional 読み取り 無し｣ 

 

 
 

GS1 Databar Limited 

~ R S L D F T .  
｢全 GS1 Databar Limited 設定を初期化｣ 

 

 ~ R S L E N A 1 .  
｢Databar Limited 読み取り 有り｣ 

~ R S L E N A 0 .  
｢Databar Limited 読み取り 無し｣ 

 

 
 

GS1 Databar Expanded 

~ R S E D F T .  
｢全 GS1 Databar Expanded 設定を初期化｣ 

 

 ~ R S E E N A 1 .  
｢Databar Expanded 読み取り 有り｣ 

~ R S E E N A 0 .  
｢Databar Expanded 読み取り 無し｣ 

 

 ~ R S E M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ R S E M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、4 桁~74 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 4 桁と 74 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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Codablock A 

~ C B A D F T .  
｢全 Codablock A 設定を初期化｣ 

 

 ~ C B A E N A 1 .  
｢Codablock A 読み取り 有り｣ 

~ C B A E N A 0 .  
｢Codablock A 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C B A M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ C B A M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~600 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 600 桁です。 
 
 

Codablock F 

~ C B F D F T .  
｢全 Codablock F 設定を初期化｣ 

 

 ~ C B F E N A 1 .  
｢Codablock F 読み取り 有り｣ 

~ C B F E N A 0 .  
｢Codablock F 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C B F M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ C B F M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~2048 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から

設定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大

読取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 2048 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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PDF417 

~ P D F D F T .  
｢全 PDF417 設定を初期化｣ 

 

 ~ P D F E N A 1 .  
｢PDF417 読み取り 有り｣ 

~ P D F E N A 0 .  
｢PDF417 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C B A M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ C B A M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~2750 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から

設定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大

読取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 2750 桁です。 
 
MacroPDF417 

 ~ P D F M A C 1 .  
｢MacroPDF417 読み取り 無し｣ 

~ P D F M A C 0 .  
｢MacroPDF417 読み取り 有り｣ 

 

 
 

MicroPDF417 

~ M P D D F T .  
｢全 MicroPDF417 設定を初期化｣ 

 

 ~ M P D M I N .  
｢MicroPDF417 読み取り 有り｣ 

~ M P D E N A 0 .  
｢MicroPDF417 読み取り 無し｣ 

 

 ~ C B F M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ M P D M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~366 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 366 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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GS1 Composite 

~ C O M E N A 1 .  
｢GS1 Composite 読み取り 有り｣ 

 

  

 ~ C O M E N A 0 .  
｢GS1 Composite 読み取り 無し｣ 

~ C O M U P C 1 .  
｢UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ読み取り 有り｣ 

 

  

 ~ C O M U P C 0 .  
｢UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ読み取り 無し｣ 

~ C O M M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

 

 ~ C O M M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~2435 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から

設定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大

読取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 2435 桁です。 
 
 

GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

~ E A N E M U 1 .  
｢GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 有り｣ 

全てのﾘﾃｰﾙｺｰﾄﾞ(UPC/EAN)は、16 桁に拡張されます。

AIM ｺｰﾄﾞ ID が有効な場合は、GS1-128 の AIM ｺｰﾄﾞ

ID ]C1 が適用されます。 

全てのﾘﾃｰﾙｺｰﾄﾞ(UPC/EAN)は、16 桁に拡張されます。

AIM ｺｰﾄﾞ ID が有効な場合は、GS1 Databar の AIM ｺｰ

ﾄﾞ ID ]em が適用されます。 
~ E A N E M U 2 .  
｢GS1 Databar ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 有り｣ 

~ E A N E M U 3 .  
｢GS1 ｺｰﾄﾞ拡張 無し｣ 

16 桁への拡張は行わず、UPC-E0 拡張の設定値が適用さ

れます。AIM ｺｰﾄﾞ ID が有効な場合は、GS1-128 の AIM
ｺｰﾄﾞ ID ]C1 が適用されます。 

  

EAN-8 を EAN-13 に変換します。 ~ E A N E M U 4 .  
｢EAN-8→EAN-13 変換 有り｣ 

~ E A N E M U 0 .  
｢GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 無し｣ 

上記全ての GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを行いません。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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TLC39 

~ T 3 9 E N A 1 .  
｢TLC39 読み取り 有り｣ 

 

  

 ~ T 3 9 E N A 0 .  
｢TLC39 読み取り 無し｣ 

 
 

QR ｺｰﾄﾞ 

~ Q R C D F T .  
｢全 QR ｺｰﾄﾞ設定を初期化｣ 

 

 ~ Q R C E N A 1 .  
｢QR ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ Q R C E N A 0 .  
｢QR ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 

 

 ~ Q R C A P P 1 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 有り｣ 

~ Q R C A P P 0 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 無し｣ 

 

 ~ Q R C M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ Q R C M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~7089 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から

設定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大

読取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 7089 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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Data Matrix 

~ I D M D F T .  
｢全 Data Matrix 設定を初期化｣ 

 

 ~ I D M E N A 1 .  
｢Data Matrix 読み取り 有り｣ 

~ I D M E N A 0 .  
｢Data Matrix 読み取り 無し｣ 

 

 ~ I D M A P P 1 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 有り｣ 

~ I D M A P P 0 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 無し｣ 

 

 ~ I D M M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ I D M M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~3116 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から

設定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大

読取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 3116 桁です。 
 
 

MaxiCode 

~ M A X D F T .  
｢全 MaxiCode 設定を初期化｣ 

 

 ~ M A X E N A 1 .  
｢MaxiCode 読み取り 有り｣ 

~ M A X E N A 0 .  
｢MaxiCode 読み取り 無し｣ 

 

 ~ M A X M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ M A X M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~150 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 150 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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Aztec ｺｰﾄﾞ 

~ A Z T D F T .  
｢全 Aztec ｺｰﾄﾞ設定を初期化｣ 

 

 ~ A Z T E N A 1 .  
｢Aztec ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ A Z T E N A 0 .  
｢Aztec ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 

 

 ~ A Z T A P P 1 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 有り｣ 

~ A Z T A P P 0 .  
｢ｱﾍﾟﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ 無し｣ 

 

 ~ A Z T M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ A Z T M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~3832 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から

設定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大

読取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 3832 桁です。 
 
 

MaxiCode 

~ M A X D F T .  
｢全 MaxiCode 設定を初期化｣ 

 

 ~ M A X E N A 1 .  
｢MaxiCode 読み取り 有り｣ 

~ M A X E N A 0 .  
｢MaxiCode 読み取り 無し｣ 

 

 ~ M A X M I N .  
｢最小読取桁数｣ 

~ M A X M A X .  
｢最大読取桁数｣ 

 

 

最小読取桁数/最大読取桁数 

設定範囲は、1 桁~150 桁です。｢最小読取桁数｣又は｢最大読取桁数｣をｽｷｬﾝし、続けて、次頁の｢数字ｺｰﾄﾞ表｣から設

定したい桁数をｽｷｬﾝして、最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。読取桁数を固定としたい場合は、最小読取桁数｣と｢最大読

取桁数｣に同じ桁数を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、それぞれ 1 桁と 150 桁です。 
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数字ｺｰﾄﾞ表 

 

~ K 0 K  
0 

 

 ~ K 1 K  
1 

~ K 2 K  
2 

 

 ~ K 3 K  
3 

~ K 4 K  
4 

 

 ~ K 5 K  
5 

~ K 6 K  
6 

 

 ~ K 7 K  
7 

~ K 8 K  
8 

 

 ~ K 9 K  
9 

~ M N U S A V .  
｢確定｣ 

 

 ~ M N U A B T .  
｢破棄｣ 
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郵便ｺｰﾄﾞ 

~ P O S T A L 0 .  
｢全郵便ｺｰﾄﾞ読み取り 無し｣ 

 

 ~ P O S T A L 1 .  
｢ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ P O S T A L 7 .  
｢ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

 

 ~ P O S T A L 3 0 .  
｢ｶﾅﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ P O S T A L 1 0 .  
｢ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

 

 ~ P O S T A L 3 .  
｢日本郵便ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ P O S T A L 4 .  
｢KIX 郵便ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

 

 ~ P O S T A L 5 .  
｢Planet ｺｰﾄﾞ読み取り 有り｣ 

~ P O S T A L 9 .  
｢Postal-4i 読み取り 有り｣ 
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10. ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗと同じようにｲﾒｰｼﾞをｷｬﾌﾟﾁｬ後、様々な処理を実行し、それを転送します。ここで説明するｲﾒｰｼﾞ

ﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞにより、ﾎｽﾄの指示に従って、それらの処理を実行することが可能になります。 
 
 
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞは、ひとつのｲﾒｰｼﾞｷｬﾌﾟﾁｬに対してのみ、効力を持ち、一度ｲﾒｰｼﾞｷｬﾌﾟﾁｬを完了すると、ﾘｰﾀﾞは、それ

らの設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。恒久的に設定を維持したい場合は、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用する必要があります。ｼﾘｱﾙｺﾏ

ﾝﾄﾞについては、｢11. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照ください。 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ書式 
一度のｼｰｹﾝｽで複数のﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱとｺﾏﾝﾄﾞを発行するこができます。追加のﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを同じｺﾏﾝﾄﾞに対して適用する場合、

そのｺﾏﾝﾄﾞにそのﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱをそのまま追加するだけです。例えば、ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ｢IMGSNP｣にｲﾒｰｼﾞｽﾀｲﾙ指定｢1P｣
とﾄﾘｶﾞ待ち指定｢1T｣の 2 つのﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを追加する場合、｢IMGSNP1P1T｣とします。 
 
｢参考｣ 
ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ｢IMGSNP｣を実行した後、ﾒﾓﾘ内のｲﾒｰｼﾞを取得するため、ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ｢IMGSHP｣を発行する必

要があります。 
 
1 つのｼｰｹﾝｽにｺﾏﾝﾄﾞを追加する場合は、ｺﾏﾝﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀとして、ｾﾐｺﾛﾝ｢;｣を使用します。例えば、上記のｼｰｹﾝｽにｲﾒｰｼﾞ

ｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞを追加する場合、｢IMGSNP1P1T;IMGSHP｣となります。 
 

ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ IMGSNP 
ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ IMGSHP 
(*) 各ｺﾏﾝﾄﾞの後ろには、ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱが続きます。詳細は、各ｺﾏﾝﾄﾞの説明を参照ください。 

 
 
｢注意｣ 
本書の説明で使用しているｲﾒｰｼﾞ例は、説明のためのｻﾝﾌﾟﾙｲﾒｰｼﾞです。実際には、異なるｲﾒｰｼﾞが得られます。また、

ｲﾒｰｼﾞの品質についても、周囲照度や撮影距離など、様々な環境変化に影響されます。高品質なｲﾒｰｼﾞを取得するに

は、ﾘｰﾀﾞと被写体の距離を 102mm~152mm の範囲内にすることを推奨します。 
 
 

ｲﾒｰｼﾞを撮影する : ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ - IMGSNP 
ｲﾒｰｼﾞの撮影は、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すか、ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ｢IMGSNP｣を発行することで行えます。 
 
ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞには、ｲﾒｰｼﾞの見た目に影響を与える多数のﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱが用意されており、任意数のﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定

することが可能です。例えば、ｹﾞｲﾝを増やし、ｲﾒｰｼﾞ撮影完了時にﾋﾞｰﾌﾟを鳴動させたい場合、｢IMGSNP2G1B｣と指

定します。 
 

IMGSNP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 

P ｲﾒｰｼﾞｽﾀｲﾙ 
ｲﾒｰｼﾞｽﾀｲﾙを指定します。 

0P 
ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｲﾙ 
この処理では、露出ﾊﾟﾗﾒｰﾀに合致するまで、いくつかのﾌﾚｰﾑが取り込まれ、最後のﾌﾚｰﾑがその後の処

理のために採用されます。 

1P 
ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ｼﾝﾌﾟﾙなﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗのように動作し、ｲﾒｰｼﾞは視覚的に最適化されます。 

2P 
ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ 
全ての設定を自由にﾏﾆｭｱﾙで行うﾌﾟﾛ向けのﾓｰﾄﾞで、自動露出もありません。 
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B ﾋﾞｰﾌﾟ 
撮影後のﾋﾞｰﾌﾟを指定します。 

0B 
ﾋﾞｰﾌﾟ無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾋﾞｰﾌﾟを鳴らしません。 

1B 
ﾋﾞｰﾌﾟ有り 
ﾋﾞｰﾌﾟを鳴らします。 

 
T ﾄﾘｶﾞ待ち 
撮影前のﾄﾘｶﾞ待ちを指定します。この設定は、ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ｢1P｣でのみ使用できます。 

0T 
ﾄﾘｶﾞ待ち無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾄﾘｶﾞが押されるのを待たず、直ちに撮影を行います。 

1T 
ﾄﾘｶﾞ待ち有り 
ﾄﾘｶﾞが押されるまで、撮影を行いません。 

 
L LED 照明 
LED 照明を指定します。この設定は、ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｲﾙ｢0P｣では使用できません。 

0L 
LED 照明無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
LED 照明を点灯しません。ｽﾀﾝﾄﾞに固定した状態で、ID ｶｰﾄﾞなどｶﾗｰﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを撮影する場合に好まれ

ます。 

1L 
LED 照明有り 
LED 照明を点灯します。ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞ運用で好まれます。 

 
E 露出時間 
露出時間を指定します。ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ｢2P｣でのみ使用できます。 

nE 

露出(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=7874) 
ｶﾒﾗのｼｬｯﾀｰｽﾋﾟｰﾄﾞと同様で、ｲﾒｰｼﾞを記録するまでに要する時間を指定します。明るい日中であれば、

十分な光によりｲﾒｰｼﾞを記録できるため、露出時間を最小限に短くすることができます。反対に、暗

い夜間の場合、光が不足するため、露光時間を劇的に増加させる必要があります。指定範囲は、

n=1~7874 で、単位は、127 ﾏｲｸﾛ秒です。 
ｲﾒｰｼﾞ例 

露出時間 7874E, 蛍光灯下 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
露出時間 100E, 蛍光灯下 

 
 
G ｹﾞｲﾝ 
ｹﾞｲﾝを指定します。ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ｢2P｣でのみ使用できます。 

nG 

ｹﾞｲﾝ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=64) 
音量をｺﾝﾄﾛｰﾙするような感じで、ｼｸﾞﾅﾙをﾌﾞｰｽﾄし、ｹﾞｲﾝによりﾋﾟｸｾﾙ値を倍増させます。ｹﾞｲﾝを大き

くすると、それに伴いｲﾒｰｼﾞ内のﾉｲｽﾞも増幅します。指定は、n=40(小ｹﾞｲﾝ)、n=64(中ｹﾞｲﾝ)、n=96(大
ｹﾞｲﾝ)の何れかです。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
40G 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
64G 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
96G 
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W ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値 
ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値を指定します。ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ｢1P｣でのみ使用できます。 

nW 

ﾎﾜｲﾄ値(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=90) 
撮影したｲﾒｰｼﾞのﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値(ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ中央値)を指定します。ﾊｲｺﾝﾄﾗｽﾄ文書を近接撮影(ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ
/大写し)する場合、75 のような低めの値を指定します。高めの値は、より長い露出時間とより明る

いｲﾒｰｼﾞとなりますが、高すぎると、ｲﾒｰｼﾞは露出過度となってしまいます。指定範囲は、n=0~255
です。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
40G 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
64G 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
96G 

 
 
D 許容ﾃﾞﾙﾀ 
許容ﾃﾞﾙﾀを指定します。ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ｢1P｣でのみ使用できます。 

nD 
許容ﾃﾞﾙﾀ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=25) 
許容ﾃﾞﾙﾀは、ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値設定(W ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値を参照)の許容範囲を指定します。指定範囲は、

n=0~255 です。 
 
U 更新回数 
更新回数を指定します。ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ｢1P｣でのみ使用できます。 

nU 
更新回数(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=6) 
許容ﾃﾞﾙﾀを達成するために取り込む最大ﾌﾚｰﾑ数を指定します。指定範囲は、n=0~10 です。 

 
% ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ 
ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞを指定します。 

n% 

ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=50) 
取り込んだｲﾒｰｼﾞの明暗値のﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄをﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで指定します。75%は、ﾋﾟｸｾﾙの 75%がﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜ

ｲﾄ値以下で、残りの 25%がそれを超えることを意味します。通常の環境では、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄのまま使用す

ることを推奨します。ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ値を変更する場合は、｢W ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値｣を使用します。指定範囲は、

n=1~99 です。 
ｲﾒｰｼﾞ例 
97% 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
50% 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
40% 
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ｲﾒｰｼﾞを送信する : ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ - IMGSHP 
最後に撮影されたｲﾒｰｼﾞがﾘｰﾀﾞのﾒﾓﾘ内に常に格納されています。このｲﾒｰｼﾞは、ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ｢IMGSHP｣を発行す

ることで送信できます。 
 
ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞには、ｲﾒｰｼﾞの見た目に影響を与える多数のﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱが用意されており、任意数のﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定す

ることが可能です。但し、これらのﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、送信するｲﾒｰｼﾞに対してのみ影響し、ﾒﾓﾘ内のｲﾒｰｼﾞには、影響しま

せん。例えば、ｲﾒｰｼﾞを撮影し、そのｲﾒ-ｼﾞをｶﾞﾝﾏ補正とﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞを行って、ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟとして送信した

い場合、｢IMGSNP;IMGSHP8F75K26U｣と指定します。 
 

IMGSHP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 

A 無限遠ﾌｨﾙﾀ 
無限遠ﾌｨﾙﾀを指定します。無限遠ﾌｨﾙﾀを使用することで、非常に遠距離(3m 以上)から撮影したｲﾒｰｼﾞの質を向上

させることができます。無限遠ﾌｨﾙﾀを IMGSNP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱと共に使用することはできません。 

0A 
無限遠ﾌｨﾙﾀ無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
無限遠ﾌｨﾙﾀを使用しません。 

1A 
無限遠ﾌｨﾙﾀ有り 
無限遠ﾌｨﾙﾀを使用します。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
無限遠ﾌｨﾙﾀ無し(3.66m から撮影) 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
無限遠ﾌｨﾙﾀ有り(3.66m から撮影) 

 
 
C 補正 
補正を指定します。補正を使用することで、照明の変化を考慮したｲﾒｰｼﾞのﾌﾗｯﾄ化が行えます。 

0C 
補正無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
補正を行いません。 

1C 
補正有り 
補正を行います。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
補正無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
補正有り 

 
 
D ﾋﾟｸｾﾙ濃度 
ﾋﾟｸｾﾙ濃度を指定します。 

8D 
8 ﾋﾞｯﾄ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾋﾟｸｾﾙ当たり 8 ﾋﾞｯﾄのｸﾞﾚｰｽｹｰﾙｲﾒｰｼﾞにします。 

1D 
1 ﾋﾞｯﾄ 
ﾋﾟｸｾﾙ当たり 1 ﾋﾞｯﾄの白黒ｲﾒｰｼﾞにします。 
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E ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ 
ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀを指定します。ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀを使用することで、ｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞ(輪郭)をくっきりさせることがで

きます。但し、ｲﾒｰｼﾞは鮮明になりますが、撮影された細かな部分も取り除かれることになります。 

0E 
ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀを使用しません。 

nE 
ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ 
ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀを使用します。指定範囲は、n=1~24 で、数値を大きくするほど鮮明度は高くなりま

すが、同時にｲﾒｰｼﾞ中のﾉｲｽﾞも増加します。一般的なｲﾒｰｼﾞであれば、14 を指定すると良いでしょう。 
ｲﾒｰｼﾞ例 

ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ有り(24E) 

 
 
F ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄを指定します。 

0F KIM ﾌｫｰﾏｯﾄ 
1F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ 
2F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘｸﾞﾙｰﾌﾟ 4, 圧縮 
3F TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 
4F 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ(左上から右下, 1 ﾋﾟｸｾﾙ/ﾋﾞｯﾄ, 行最後を 0 ﾊﾟｯﾃﾞｨﾝｸﾞ) 
5F 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(左上から右下, ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾌｫｰﾏｯﾄ) 
6F JPEG ｲﾒｰｼﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
8F BMP ﾌｫｰﾏｯﾄ(左上から右下, 非圧縮) 

15F BMP 非圧縮未加工ｲﾒｰｼﾞ 
 
H ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを指定します。ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用することで、ｲﾒｰｼﾞのｺﾝﾄﾗｽﾄを高めることができます。幾つか

ｲﾒｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄには、対応していません。 

0H 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用しません。 

1H 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ有り 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用します。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ有り 
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I ｲﾒｰｼﾞ反転 
ｲﾒｰｼﾞ反転を指定します 

1ix X 軸に対してｲﾒｰｼﾞを反転(ｲﾒｰｼﾞの上下反転) 
1iy Y 軸に対してｲﾒｰｼﾞを反転(ｲﾒｰｼﾞの左右反転) 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｲﾒｰｼﾞ反転無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｲﾒｰｼﾞ上下反転(1ix) 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｲﾒｰｼﾞ左右反転(1iy) 

 
 
IF ﾉｲｽﾞ低減 
ﾉｲｽﾞ低減を指定します。ﾉｲｽﾞ低減を使用することで、ｲﾒｰｼﾞの白黒ﾉｲｽﾞを低減できます。 

0if 
ﾉｲｽﾞ低減無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾉｲｽﾞ低減を使用しません。 

1if 
ﾉｲｽﾞ低減有り 
ﾉｲｽﾞ低減を使用します。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ﾉｲｽﾞ低減無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ﾉｲｽﾞ低減有り 

 
 



diBar 2D Reader Series 

pg. 105 
Copyright © 2016 

 
IR ｲﾒｰｼﾞ回転 
ｲﾒｰｼﾞ回転を指定します。 

0ir ｲﾒｰｼﾞ回転無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1ir ｲﾒｰｼﾞ 90°右回転 
2ir ｲﾒｰｼﾞ 180°回転(上下反転) 
3ir ｲﾒｰｼﾞ 90°左回転 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｲﾒｰｼﾞ回転無し(0ir) 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｲﾒｰｼﾞ 180°回転(2ir) 

 
ｲﾒｰｼﾞ例 

ｲﾒｰｼﾞ 90°右回転(1ir) 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｲﾒｰｼﾞ 90°左回転(3ir) 

 
 
J JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質 
JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質を指定します。ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄが JPEG の場合に使用できます。 

nJ 

JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=50) 
JPEG ｲﾒｰｼﾞの品質を指定します。大きい値ほど高品質になりますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは大きくなります。

小さい値にすると、圧縮量が大きくなるため品質が落ちますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは小さくなり、送信時間も

短くなります。指定範囲は、n=0~100 です。 
 



diBar 2D Reader Series 

pg. 106 
Copyright © 2016 

 
K ｶﾞﾝﾏ補正 
ｶﾞﾝﾏ補正を指定します。 

nK 

ｶﾞﾝﾏ補正(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=0) 
ｶﾞﾝﾏ補正を指定します。ｶﾞﾝﾏ補正を使用することで、ｲﾒｰｼﾞを明るくしたり、暗くしたりすることが

できます。大きい値ほど明るくなり、小さい値ほど暗いｲﾒｰｼﾞになります。指定範囲は、n=0~1000
で、標準的な文書ｲﾒｰｼﾞを明るく補正する場合、50 が適しています。 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｶﾞﾝﾏ補正無し(0K) 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｶﾞﾝﾏ補正有り(50K) 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ｶﾞﾝﾏ補正有り(255K) 

 
 
L,R,T,B,M ｲﾒｰｼﾞ切り取り 
ｲﾒｰｼﾞ切り取りを指定します。上下左右のﾋﾟｸｾﾙ座標を指定し、その範囲のｲﾒｰｼﾞのみ切り取って送信します。ｲﾒｰ

ｼﾞの列には、0～1279、行には、0~959 の番号が付けられています。 

nL 
左端(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=0) 
ﾒﾓﾘ内ｲﾒｰｼﾞの n 列に対応する左端を指定します。指定範囲は、n=0~843 です。 

nR 
右端(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=全列) 
ﾒﾓﾘ内ｲﾒｰｼﾞの n-1 列に対応する右端を指定します。指定範囲は、n=0~843 です。 

nT 
上端(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=0) 
ﾒﾓﾘ内ｲﾒｰｼﾞの n 行に対応する上端を指定します。指定範囲は、n=0~639 です。 

nB 
下端(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=全行) 
ﾒﾓﾘ内ｲﾒｰｼﾞの n-1 行に対応する上端を指定します。指定範囲は、n=0~639 です。 

ｲﾒ-ｼﾞ例 
切り取り無し 

 

ｲﾒ-ｼﾞ例 
300R 

 

ｲﾒ-ｼﾞ例 
300L 

 
ｲﾒ-ｼﾞ例 
200B 

 

ｲﾒ-ｼﾞ例 
300T 

 
代わりに、ｲﾒｰｼﾞの外側ﾏｰｼﾞﾝからの切り取りﾋﾟｸｾﾙ数を指定すると、中央のﾋﾟｸｾﾙのみが送信されます。 

nM 
ﾏｰｼﾞﾝ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=0又はｲﾒｰｼﾞ全体) 
ｲﾒｰｼﾞの左から n 列、右から n+1 列、上から n 行、下から n+1 行切り取り、残った中央のﾋﾟｸｾﾙを

送信します。指定範囲は、n=0~238 です。 
ｲﾒ-ｼﾞ例 
238M 
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P 送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 
送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙを指定します。 

0P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し(生ﾃﾞｰﾀ) 
2P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し(USB のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
3P 圧縮 H ﾓﾃﾞﾑ(RS232 のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
4P H ﾓﾃﾞﾑ 

 
 
S ﾋﾟｸｾﾙ送信 
ﾋﾟｸｾﾙ送信を指定します。ﾋﾟｸｾﾙ送信は、一定間隔毎のﾋﾟｸｾﾙのみを送信することで、ｵﾘｼﾞﾅﾙｻｲｽﾞに対して比例縮

小したｲﾒｰｼﾞを送信します。例えば、4S は、縦横共に 4 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信します。ﾋﾟｸｾﾙを間引くことで、ｲﾒｰｼﾞを

より小さくすることができますが、限界点を超すと、使用不可能な価値の無いｲﾒｰｼﾞとなってしまいます。 
1S 全ﾋﾟｸｾﾙ送信(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
2S 縦横共に 2 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信 
3S 縦横共に 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信 

ｲﾒｰｼﾞ例 
1S 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
2S 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
3S 

 

 
U ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ 
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀを指定します。ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀは、ｲﾒｰｼﾞ内のﾃｷｽﾄの縁をｼｬｰﾌﾟにし、それ以外の分部を滑ら

かにします。このﾌｨﾙﾀは、ｶﾞﾝﾏ補正と共に使用すべきもので、ﾘｰﾀﾞをｽﾀﾝﾄﾞに設置した状態で、下記のｺﾏﾝﾄﾞを使

って、ｲﾒｰｼﾞ撮影を行います。 
 

IMGSNP1P0L168W90%32D 
 
このﾌｨﾙﾀは、通常、｢E ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ｣よりも良好な JPEG 圧縮ｲﾒｰｼﾞを得ることができます。また、このﾌｨﾙﾀは、

完全な白黒ｲﾒｰｼﾞ(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)を送信する場合にも有効です。 

nS 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ n=0) 
ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ n を指定します。ｲﾒｰｼﾞのｺﾝﾄﾗｽﾄが低い場合は、小さい値を指定します。1U を指定

した場合、ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀを 22E に指定した場合と同様の効果が得られます。標準的なﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞ

の場合、最適設定は、26U です。 
ｲﾒｰｼﾞ例 
0U 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
26U 
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V 画像ぼかし 
画像ぼかしを指定します。画像ぼかしは、陰影領域と境界線に隣接するﾋﾟｸｾﾙを平均化して滑らかにします。 

0V 画像ぼかし無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1V 画像ぼかし有り 

ｲﾒｰｼﾞ例 
画像ぼかし無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
画像ぼかし有り 

 
 
 
W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信を指定します。ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑは、ｲﾒｰｼﾞの色調範囲(又はｷｰﾀｲﾌﾟ)を簡潔に表したｲﾒｰｼﾞ画像です。低いｷｰｲ

ﾒｰｼﾞは影に、高いｷ-ｲﾒｰｼﾞはﾊｲﾗｲﾄに、平均的なｷｰｲﾒｰｼﾞは中間調に詳細が集中します。 
0W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信有り 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信無し 

 

ｲﾒｰｼﾞ例 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信有り(左側に集中) 

 
 
 
ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信を指定します。ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑは、ｲﾒｰｼﾞの色調範囲(又はｷｰﾀｲﾌﾟ)を簡潔に表したｲﾒｰｼﾞ画像です。低いｷｰｲ

ﾒｰｼﾞは影に、高いｷ-ｲﾒｰｼﾞはﾊｲﾗｲﾄに、平均的なｷｰｲﾒｰｼﾞは中間調に詳細が集中します。 
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11. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを発行することにより、ﾘｰﾀﾞの設定変更を行ったり、設定値を取得することができます。ｼﾘｱﾙｺｱﾝﾄﾞは、

ﾘｰﾀﾞが RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ又は USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続されている場合にのみ有効です。 
 
尚、ﾒﾆｭｰ及びｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞの説明には、下記の記述方法を用いています。 
 

 ｺﾏﾝﾄﾞのｵﾌﾟｼｮﾝ部分は、[]で囲んでいます。 
 ｺﾏﾝﾄﾞのﾃﾞｰﾀ部分(設定値など)は、｛｝で囲んでいます 

 
 

ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞの書式 
下記にﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞの書式を示します。(見やすくため、ｽﾍﾟｰｽを用いていますが、実際にはｽﾍﾟｰｽは入りません) 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾀｸﾞ ｻﾌﾞﾀｸﾞ{ﾃﾞｰﾀ}[, ｻﾌﾞﾀｸﾞ{ﾃﾞｰﾀ}][; ﾀｸﾞ ｻﾌﾞﾀｸﾞ {ﾃﾞｰﾀ}][…] ｽﾄﾚｰｼﾞ 
 
ﾌｨｰﾙﾄﾞ名 説明 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽは、下記の 3 ﾊﾞｲﾄ固定です。 
 

SYN M CR 
16hex 4Dhex 1Dhex 

 

ﾀｸﾞ 

ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを識別するための 3 ﾊﾞｲﾄのｸﾞﾙｰﾌﾟ ID を指定します。大文字･小文字の区別はありま

せん。例えば、RS232C に関するﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟのｸﾞﾙｰﾌﾟ ID は、下記の 3 ﾊﾞｲﾄになります。 
 

2 3 2 
32hex 33hex 32hex 

 

ｻﾌﾞﾀｸﾞ 

ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ内のｺﾏﾝﾄﾞを識別するための 3 ﾊﾞｲﾄのｺﾏﾝﾄﾞ ID を指定します。大文字･小文字の区別

はありません。例えば、RS232C のﾎﾞｰﾚｰﾄのｺﾏﾝﾄﾞ IDは、下記の 3 ﾊﾞｲﾄになります。 
 

B A D 
42hex 41hex 44hex 

 

ﾃﾞｰﾀ ﾀｸﾞ及びｻﾌﾞﾀｸﾞで指定されたﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞの新しい設定値を指定します。 

ｽﾄﾚｰｼﾞ 

ｺﾏﾝﾄﾞを適用する保存場所を示す下記の何れかのｷｬﾗｸﾀ 1 ﾊﾞｲﾄを指定します。 
 !(21hex) 揮発性ﾒﾓﾘ 
 .(2Ehex) 不揮発性ﾒﾓﾘ 
ﾘｰﾀﾞの電源を再起動した場合も保持したい設定の場合は、不揮発性ﾒﾓﾘを指定します。 

 
 

ｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞ 
ｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞは、現在の設定値など、ﾘｰﾀﾞから情報を取得したい場合に使用します。下記のｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞが使用可能です。 
 

^(5Ehex) 対象となるｺﾏﾝﾄﾞ(設定項目)のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値を取得 
?(3Fhex) 対象となるｺﾏﾝﾄﾞ(設定項目)の現在の設定値を取得 
*(2Ahex) 対象となるｺﾏﾝﾄﾞ(設定項目)の設定値の範囲を取得(*) 

(*)連続した設定範囲の場合は、ﾀﾞｯｼｭ｢-｣(2Dhex)、連続しない場合は、ﾊﾟｲﾌﾟ｢|｣(7Chex)で区切られます。 
 

ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの使い方 
ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞでｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞを使用した場合、利用可能なｺﾏﾝﾄﾞ全てが対象範囲となります。返送される設定値は、ｽﾄﾚｰｼﾞ

ﾌｨｰﾙﾄﾞで指定した保存場所にある値となります。この場合、ｻﾌﾞﾀｸﾞ及びﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞは指定しないでください(ﾘｰﾀﾞ
は無視します)。 
 

ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの使い方 
ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞでｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞを使用した場合、ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで指定したｺﾏﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟが対象範囲となります。返送される設

定値は、ｽﾄﾚｰｼﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで指定した保存場所にある値となります。この場合、ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞは指定しないでください(ﾘ
ｰﾀﾞは無視します)。 
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ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの使い方 
ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞでｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞを使用した場合、ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞとｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで指定した特定ｺﾏﾝﾄﾞのみが対象範囲となります。

返送される設定値は、ｽﾄﾚｰｼﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで指定した保存場所にある値となります。 
 

複数ｺﾏﾝﾄﾞの連結方法 
複数のｺﾏﾝﾄﾞを連結し、1 つのﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ~ｽﾄﾚｰｼﾞｼｰｹﾝｽとして発行することができます。このｼｰｹﾝｽでは、各ｺﾏﾝﾄﾞのﾀ

ｸﾞ/ｻﾌﾞﾀｸﾞ/ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞのみを繰り返し指定します。新しい追加ｺﾏﾝﾄﾞを同一ﾀｸﾞに対して適用するｹｰｽでは、そのｺﾏﾝ

ﾄﾞをｶﾝﾏ(,)で区切り、ｻﾌﾞﾀｸﾞ/ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞのみを指定します。また、新しい追加ｺﾏﾝﾄﾞを異なるﾀｸﾞに対して適用す

るｹｰｽでは、そのｺﾏﾝﾄﾞをｾﾐｺﾛﾝ(;)で区切ります。 
 

ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸｷｬﾗｸﾀ 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞに対して、ﾘｰﾀﾞは、下記の何れかのﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸｷｬﾗｸﾀをﾚｽﾎﾟﾝｽとしてｺﾏﾝﾄﾞｴｺｰに挿入して返します。 
 

ACK(06hex) ｺﾏﾝﾄﾞを正しく処理しました。 
ENQ(05hex) 無効なﾀｸﾞ又はｻﾌﾞﾀｸﾞです。 

NAK(15hex) ｺﾏﾝﾄﾞは正しいですが、ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞに指定ﾀｸﾞ/ｻﾌﾞﾀｸﾞの適用範囲外の値が指定されて

います。 
 
ﾘｰﾀﾞは、受信したｺﾏﾝﾄﾞｼｰｹﾝｽをｴｺｰﾊﾞｯｸし、ｽﾄﾚｰｼﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ又は連結区切り記号(ﾋﾟﾘｵﾄﾞ,感嘆符,ｺﾝﾏ,ｾﾐｺﾛﾝ)の前に、

何れかのﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸｷｬﾗｸﾀを挿入して返送します。 
 
 

ｸｴﾘｰｺﾏﾝﾄﾞ例 
下記の例では、制御ｺｰﾄﾞを<>で囲んで表示しています(例 <ACK> = 06hex)。 
 

例 1)ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り設定で設定可能な値は？ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ <SYN>M<CR>cbrena*. 
ﾚｽﾎﾟﾝｽ CBRENA0-1<ACK>. 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り設定では、読み取り有り(1)又は無し(0)の設定に限られるため、｢0-1｣を返

送します。 
 

例 2)ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り設定のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は？ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ <SYN>M<CR>cbrena^. 
ﾚｽﾎﾟﾝｽ CBRENA1<ACK>. 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り設定のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は、読み取り有り(1)のため、｢1｣を返送します。 
 

例 3)ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り設定の現在設定値は？ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ <SYN>M<CR>cbrena?. 
ﾚｽﾎﾟﾝｽ CBRENA1<ACK>. 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り設定の現在設定値が読み取り有り(1)のため、｢1｣を返送します。 
 

例 4)ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)関連の全現在設定値は？ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ <SYN>M<CR>cbr?. 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ 

CBRDFT<ACK>. 
ENA1<ACK>. 
SSX0<ACK>. 
CK20<ACK>. 
CCT0<ACK>. 
MIN4<ACK>. 
MAX60<ACK>. 
VOT0<ACK>. 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 値無し 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ読み取り有り(1) 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信無し(0) 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し(0) 
連結機能無し(0) 
読取最小桁数 4 桁(4) 
読取最大桁数 60 桁(60) 
読取照合回数 10 回(10) 
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ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞﾘｽﾄ 
設定項目 

設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#には、数字を指定 

ﾘｰﾀﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄを設定開始 MNUCDF 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄを設定終了(保存) MNUCDS 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで初期化 DEFALT 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞﾌﾟﾚｲ 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ:IBM AT互換, ｻﾌｨｯｸｽ CR PAP_AT 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ:ﾉｰﾄﾌﾞｯｸ(外付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ無し), ｻﾌｨｯｸｽ CR PAPLTD 

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ PAP232 

USB IBM SurePos ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞ PAPSPH 

USB IBM SurePos ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟ PAPSPT 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(USA) PAP124 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(MAC) PAP125 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(日本) TRMUSB134 
HID POS PAP131 
USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ TERMID130 

ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ有り USBACK1 

ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ無し USBACK0 
Verifone Ruby Terminal PAPRBY 
Gilbarco Terminal PAPGLB 
Honeywell Bioptic Aux Port PAPBIO 
Datalogic Magellan Bioptic Aux Port PAPMAG 
NCR Bioptic Aux Port PAPNCR 
Wincor Nixdorf Terminal PAPWNX 
Wincor Nixdorf Beetle PAPBTL 
Wincor Nixdorf RS232 Mode A PAPWMA 

国別ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

*USA KBDCTY0 
ｱﾙﾊﾞﾆｱ KBDCTY35 

ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ(ｷﾘﾙ) KBDCTY81 

ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ(ﾗﾃﾝ) KBDCTY80 

ﾍﾞﾙﾗｰｼ KBDCTY82 

ﾍﾞﾙｷﾞｰ KBDCTY1 

ﾎﾞｽﾆｱ KBDCTY33 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ KBDCTY16 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(MS) KBDCTY59 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ(ｷﾘﾙ) KBDCTY52 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ(ﾗﾃﾝ) KBDCTY53 

ｶﾅﾀﾞ(ﾌﾚﾝﾁﾚｶﾞｼｰ) KBDCTY54 

ｶﾅﾀﾞ(ﾌﾚﾝﾁ) KBDCTY18 

ｶﾅﾀﾞ(ﾏﾙﾁﾘﾝｶﾞﾙ) KBDCTY55 

ｸﾛｱﾁｱ KBDCTY32 

ﾁｪｺ KBDCTY15 

ﾁｪｺ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰｽﾞ) KBDCTY40 

ﾁｪｺ(QWERTY) KBDCTY39 

ﾁｪｺ(QWERTZ) KBDCTY38 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ KBDCTY8 

ｵﾗﾝﾀﾞ(Netherlands) KBDCTY11 

ｴｽﾄﾆｱ KBDCTY41 

ﾌｧﾛｰ島(Faeroese) KBDCTY83 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ KBDCTY2 

ﾌﾗﾝｽ KBDCTY3 

ｹﾞｰﾙ KBDCTY84 

ﾄﾞｲﾂ KBDCTY4 

ｷﾞﾘｼｬ KBDCTY17 

ｷﾞﾘｼｬ(220 ﾗﾃﾝ) KBDCTY64 

ｷﾞﾘｼｬ(220) KBDCTY61 

ｷﾞﾘｼｬ(319 ﾗﾃﾝ) KBDCTY65 

ｷﾞﾘｼｬ(319) KBDCTY62 

ｷﾞﾘｼｬ(ﾗﾃﾝ) KBDCTY63 

ｷﾞﾘｼｬ(MS) KBDCTY66 

ｷﾞﾘｼｬ(Polytonic) KBDCTY60 

ﾍﾌﾞﾗｲ KBDCTY12 

ﾊﾝｶﾞﾘ(101 ｷｰ) KBDCTY50 

ﾊﾝｶﾞﾘ KBDCTY19 

ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ KBDCTY75 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ KBDCTY73 
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設定項目 
設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#には、数字を指定 

国別ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

ｲﾀﾘｱ(142) KBDCTY56 

ｲﾀﾘｱ KBDCTY5 

日本(ASCII)  KBDCTY28 

ｶｻﾞﾌ KBDCTY78 

ｷﾙｷﾞｽ(ｷﾘﾙ) KBDCTY79 

ﾗﾃﾝｱﾒﾘｱ KBDCTY14 

ﾗﾄﾋﾞｱ KBDCTY42 

ﾗﾄﾋﾞｱ(QWERTY) KBDCTY43 

ﾘﾄｱﾆｱ KBDCTY44 

ﾘﾄｱﾆｱ(IBM) KBDCTY45 

ﾏｹﾄﾞﾆｱ KBDCTY34 

ﾏﾙﾀ KBDCTY74 

ﾓﾝｺﾞﾙ(ｷﾘﾙ) KBDCTY86 

ﾉﾙｳｪｲ KBDCTY9 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ KBDCTY20 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ(214) KBDCTY57 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰｽﾞ) KBDCTY58 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ KBDCTY13 

ﾙｰﾏﾆｱ KBDCTY25 

ﾛｼｱ KBDCTY26 

ﾛｼｱ(MS) KBDCTY67 

ﾛｼｱ(ﾀｲﾌﾟﾗｲﾀ) KBDCTY68 
SCS KBDCTY21 
ｾﾙﾋﾞｱ(ｷﾘﾙ) KBDCTY37 

ｾﾙﾋﾞｱ(ﾗﾃﾝ) KBDCTY36 

ｽﾛﾊﾞｷｱ KBDCTY22 

ｽﾛﾊﾞｷｱ(QWERTY) KBDCTY49 

ｽﾛﾊﾞｷｱ(QWERTZ) KBDCTY48 

ｽﾛﾍﾞﾆｱ KBDCTY31 

ｽﾍﾟｲﾝ KBDCTY10 

ｽﾍﾟｲﾝ(Variation) KBDCTY51 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ KBDCTY23 

ｽｲｽ(ﾌﾗﾝｽ) KBDCTY29 

ｽｲｽ(ﾄﾞｲﾂ) KBDCTY6 

ﾀﾀｰﾙ KBDCTY85 

ﾄﾙｺ F KBDCTY27 

ﾄﾙｺ Q KBDCTY24 

ｳｸﾗｲﾅ KBDCTY76 

ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｷﾝｸﾞﾀﾞﾑ KBDCTY7 

米国(Dvorak right) KBDCTY89 

米国(Dvorak left) KBDCTY88 

米国(Dvorak) KBDCTY87 

米国(ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ) KBDCTY30 

ｳｽﾞﾍﾞｸ(ｷﾘﾙ) KBDCTY77 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ変換 
*大文字･小文字変換無し KBDCNV0 

全て大文字へ変換 KBDCNV1 

全て小文字へ変換 KBDCNV2 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｽﾀｲﾙ 

*ﾚｷﾞｭﾗｰ(全てｵﾌ) KBDSTY0 

Caps Lock ｵﾝ KBDSTY1 

Shift Lock ｵﾝ KBDSTY2 

Caps Lock自動 KBDSTY6 

外付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ有り KBDSTY5 

制御ｷｬﾗｸﾀ出力 
*制御ｷｬﾗｸﾀ出力無し KBDNPE0 

制御ｷｬﾗｸﾀ出力有り KBDNPE1 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 

*Control+X ｵﾌ KBDCAS0 

DOS ﾓｰﾄﾞ Control+X ｵﾝ KBDCAS1 

Windows ﾓｰﾄﾞ Control+X ｵﾝ KBDCAS2 

Windows ﾓｰﾄﾞﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽｵﾌ KBDCAS3 

*ﾀｰﾎﾞﾓｰﾄﾞｵﾌ KBDTMD0 

ﾀｰﾎﾞﾓｰﾄﾞｵﾝ KBDTMD1 

*ﾃﾝｷｰﾓｰﾄﾞｵﾌ KBDNPS0 

ﾃﾝｷｰﾓｰﾄﾞｵﾝ KBDNPS1 

*自動ﾀﾞｲﾚｸﾄｺﾈｸﾀｵﾌ KBDADC0 

自動ﾀﾞｲﾚｸﾄｺﾈｸﾄｵﾝ KBDADC1 
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設定項目 
設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#には、数字を指定 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ 

300bps 232BAD0 
600bps 232BAD1 
1200bps 232BAD2 
2400bps 232BAD3 
4800bps 232BAD4 
9600bps 232BAD5 
19200bps 232BAD6 
38400bps 232BAD7 
57600bps 232BAD8 
*115200bps 232BAD9 

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ 

7 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ偶数 232WRD3 

7 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ無し 232WRD0 
7 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ奇数 232WRD6 
7 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,2 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ偶数 232WRD4 
7 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,2 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ無し 232WRD1 
7 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,2 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ奇数 232WRD7 
8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ偶数 232WRD5 
*8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ無し 232WRD2 
8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ奇数 232WRD8 
8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ,1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨﾏｰｸ  

RS232 ﾚｼｰﾊﾞﾀｲﾑｱｳﾄ 設定範囲 0~30秒 232LPT### 

RS232 ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｷﾝｸﾞ 

*RTS/CTS ｺﾝﾄﾛｰﾙ無し 232CTS0 

ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ, ﾀｲﾑｱｳﾄ無し 232CTS1 

2方向ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ 232CTS2 

ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ, ﾀｲﾑｱｳﾄ有り 232CTS3 

RS232 ﾀｲﾑｱｳﾄ 232DEL#### 

*XON/XOFF無し 232XON0 

XON/XOFF有り 232XON1 

*ACK/NAK無し 232ACK0 

ACK/NAK有り 232ACK1 

RS232 ｽﾄｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ RS232 ｽﾄｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ有り 232SDY 

Bioptic ﾊﾟｹｯﾄﾓｰﾄﾞ *ﾊﾟｹｯﾄﾓｰﾄﾞｵﾌ 232PKT0 

 ﾊﾟｹｯﾄﾓｰﾄﾞｵﾝ 232PKT2 

Bioptic ACK/NAK ﾓｰﾄﾞ *ACK/NAK ﾓｰﾄﾞｵﾌ 232NAK0 

 ACK/NAK ﾓｰﾄﾞｵﾝ 232NAK1 

Bioptic ACK/NAK ﾀｲﾑｱｳﾄ ACK/NAK ﾀｲﾑｱｳﾄ *5100 232DLK##### 

入出力設定 

ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟ 
無し BEPPWR0 

*有り BEPPWR1 

BEL ｷｬﾗｸﾀﾋﾞｰﾌﾟ 
有り BELBEP1 

*無し BELBEP0 

ﾄﾘｶﾞｸﾘｯｸﾋﾞｰﾌﾟ 
有り BEPTRG1 

*無し BEPTRG0 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ 
無し BEPBEP0 

*有り BEPBEP1 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ音量 

無し BEPLVL0 

小 BEPLVL1 
中 BEPLVL2 
*大 BEPLVL3 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ周波数 
1600Hz(低音)<最小 400Hz> BEPFQ11600 

*2700Hz(中音) BEPFQ12700 
4200Hz(高音) BEPFQ14200 

ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ周波数 
*250Hz(低音) <最小 200Hz> BEPFQ2250 

3250Hz(中音) BEPFQ23250 

4200Hz(高音) BEPFQ24200 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ長さ 
*ﾉｰﾏﾙ BEPBIP0 

ｼｮｰﾄ BEPBIP1 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 無し BEPLED0 

 *有り BEPLED1 

ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ回数 設定範囲 1~9(*1) BEPERR# 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ回数 設定範囲 1~9(*1) BEPRPT# 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾃﾞｨﾚｲ 

*無し(0 ﾐﾘ秒) DLYGRD0 

500 ﾐﾘ秒 DLYGRD500 
1000 ﾐﾘ秒 DLYGRD1000 
1500 ﾐﾘ秒 DLYGRD1500 
設定範囲 0~30000 ﾐﾘ秒 DLYGRD##### 
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設定項目 
設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#には、数字を指定 

ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ PAPHHF 

LED照明(ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ) 低 PWRNOL15 
 中 PWRNOL50 
 *高 PWRNOL150 
読取ﾀｲﾑｱｳﾄ(ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ) 設定範囲 0~300000 ﾐﾘ秒(*30000 ﾐﾘ秒) TRGSTO#### 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ PAPPST 

ｱｲﾄﾞﾙ LED照明 

低 PWRIDL7 
中 PWRIDL15 
*高 PWRIDL50 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ感度 設定範囲 0~20(*1) TRGPMS## 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ 

有り PDCWIN1 

*無し PDCWIN0 

上 PDCTOP 

下 PDCBOT 
左 PDCLFT 
右 PDCRGT 

低品質ｺｰﾄﾞ(1D) 
有り DECLDI1 

*無し DECLDI0 

低品質ｺｰﾄﾞ(PDF) 
有り PDFXPR1 

*無し PDFXPR0 

ｺｰﾄﾞｹﾞｰﾄ 
*無し AOSCGD0 

有り AOSCGD1 

携帯電話読取ﾓｰﾄﾞ 
ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞ PAPHHC 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ PAPPSC 

ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ&ｼｯﾌﾟ ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ&ｼｯﾌﾟ TRGMOD6 

ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾀｲﾑｱｳﾄ 設定範囲 0～300000 ﾐﾘ秒 TRGPTO###### 

2度読み防止ﾃﾞｨﾚｲ(1D) 設定範囲 0～30000 ﾐﾘ秒(*750 ﾐﾘ秒) DLYRRD##### 

2度読み防止ﾃﾞｨﾚｲ(2D) 設定範囲 0～30000 ﾐﾘ秒(*0 ﾐﾘ秒<無し>) DLY2RR##### 

ｷｬﾗｸﾀｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
*無し HSTCEN0 

有り HSTCEN1 

ｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝｷｬﾗｸﾀ *12<DC2> HSTACH## 

ｷｬﾗｸﾀｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 設定範囲 1~300000 ﾐﾘ秒(*30000 ﾐﾘ秒) HSTCDT###### 

ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
*無し HSTDEN0 

有り HSTDEN1 

ﾃﾞｨｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝｷｬﾗｸﾀ *14<DC4> HSDHC## 

LED照明 
*有り HSTLED1 

無し HSTLED0 

ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 設定範囲 0~4000 ﾐﾘ秒(*0 ﾐﾘ秒<無し>) SCNDLY#### 

ｴｲﾏｰﾓｰﾄﾞ 
無し SCNAIM0 

*有り(ｲﾝﾀｰﾚｰｽ) SCNAIM2 

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 

有り DECWIN1 

*無し DECWIN0 

上(*40%) DECTOP### 

下(*60%) DECBOT### 

ﾉｰﾘｰﾄﾞ 
有り SHWNRD1 

*無し SHWNRD0 

反転ｺｰﾄﾞ読み取り 
反転ｺｰﾄﾞのみ読み取り VIDREV1 

通常ｺｰﾄﾞ&反転ｺｰﾄﾞ両方読み取り VIDREV2 
*通常ｺｰﾄﾞのみ読み取り無し VIDREV0 

読み取り方向 

*通常 ROTATN0 

90°回転(CCW) ROTATN1 
上下反転 ROTATN2 
90°回転(CW) ROTATN3 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻｯﾌｨｸｽ設定 
全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ ｻｯﾌｨｸｽ CR 全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ ｻｯﾌｨｸｽ CR VSUFCR 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ追加 PREBK2## 

1 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽｸﾘｱ PRECL2 

全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽｸﾘｱ PRECA2 

ｻﾌｨｯｸｽ 
ｻﾌｨｯｸｽ追加 SUFBK2## 

1 ｻﾘﾌｨｯｸｽｸﾘｱ SUFCL2 

全ｻﾌｨｯｸｽｸﾘｱ SUFCA2 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 有り RMVFNC0 

 無し RMVFNC1 

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定範囲 0～1000(設定単位 5 ﾐﾘ秒) DLYCRX### 



diBar 2D Reader Series 

pg. 115 
Copyright © 2016 

 

設定項目 
設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 
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ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定範囲 0～1000(設定単位 5 ﾐﾘ秒) DLYFNC### 

ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定範囲 0～1000(設定単位 5 ﾐﾘ秒) DLYMSG### 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ設定 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀ 

*ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ無し DFMDF3 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ登録開始 DFMBK3## 

1 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ DFMCL3 

全ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｸﾘｱ DFMCA3 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄｴﾃﾞｨﾀ使用 無し DFM_EN0 

 有り(必須無し･ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ有り) DFM_EN1 
 有り(必須･ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ有り) DFM_EN2 
 有り(必須無し･ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ無し) DFM_EN3 
 有り(必須･ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ無し) DFM_EN4 

基本/代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 

基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ ALTFNM0 

代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 1 ALTFNM1 
代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 2 ALTFNM2 
代替ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 3 ALTFNM3 

ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ設定 

全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ 
読み取り無し ALLENA0 

読み取り有り ALLENA1 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ CBRDFT 

読み取り無し CBRENA0 

*読み取り有り CBREAN1 

*ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信無し CBRSSX0 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信有り CBRSSX1 

*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し CBRCK20 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(ﾓｼﾞｭﾛ 16)有り･送信無し CBRCK21 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(ﾓｼﾞｭﾛ 16)有り･送信有り CBRCK22 

*連結無し CBRCCT0 

連結有り CBTCCT1 

連結必須 CBRCCT2 

最小桁数 設定範囲 2~60(*4) CBRMIN## 

最大桁数 設定範囲 2~60(*60) CBRMAX## 

ｺｰﾄﾞ 39 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ C39DFT 

読み取り無し C39ENA0 
*読み取り有り C39ENA1 
*ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信無し C39SSX0 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信有り C39SSX1 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し C39CK20 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り･送信無し C39CK21 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り･送信有り C39CK22 
最小桁数 設定範囲 0~48(*0) C39MIN## 
最大桁数 設定範囲 0~48(*48) C39MAX## 
*ｱﾍﾟﾝﾄﾞ無し C39APP0 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞ有り C39APP1 
*PARAF無し C39B320 
PARAF有り C39B321 
*ﾌﾙｱｽｷｰ無し C39ASC0 
ﾌﾙｱｽｷｰ有り C39ASC1 
ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ C39DCP 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ I25DFT 

読み取り無し I25ENA0 
*読み取り有り I25ENA1 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し I25CK20 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り･送信無し I25CK21 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り･送信有り I25CK22 
最小桁数 設定範囲 2~80(*4) I25MIN## 
最大桁数 設定範囲 2~80(*80) I25MAX## 

NEC 2/5 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ N25DFT 

読み取り無し N25ENA0 
*読み取り有り N25ENA1 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し N25CK20 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り･送信無し N25CK21 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り･送信有り N25CK22 
最小桁数 設定範囲 2~80(*4) N25MIN## 
最大桁数 設定範囲 2~80(*80) N25MAX## 
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ｺｰﾄﾞ 93 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ C93DFT 

*読み取り無し C93ENA0 
読み取り有り C93ENA1 
最小桁数 設定範囲 0~80(*0) C93MIN## 
最大桁数 設定範囲 0~80(*80) C93MAX## 
*ｱﾍﾟﾝﾄﾞ無し C93APP0 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞ有り C93APP1 
ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ C93DCP 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ R25DFT 

*読み取り無し R25ENA0 
読み取り有り R25ENA1 
最小桁数 設定範囲 1~48(*4) R25MIN## 
最大桁数 設定範囲 1~48(*48) R25MAX## 

IATA 2/5 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ A25DFT 

*読み取り無し A25ENA0 
読み取り有り A25ENA1 
最小桁数 設定範囲 1~48(*4) A25MIN## 
最大桁数 設定範囲 1~48(*48) A25MAX## 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ X25DFT 

*読み取り無し X25ENA0 
読み取り有り X25ENA1 
最小桁数 設定範囲 1~80(*4) X25MIN## 
最大桁数 設定範囲 1~80(*48) X25MAX## 

ｺｰﾄﾞ 11 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ C11DFT 

*読み取り無し C11ENA0 
読み取り有り C11ENA1 
1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ C11CK20 
*2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ C11CK21 
最小桁数 設定範囲 1~80(*4) C11MIN## 
最大桁数 設定範囲 1~80(*48) C11MAX## 

ｺｰﾄﾞ 128 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 128DFT 

読み取り無し 128ENA0 
*読み取り有り 128ENA1 
*ISBT連結無し ISBENA0 
ISBT連結有り ISBENA1 
最小桁数 設定範囲 0~80(*0) 128MIN## 
最大桁数 設定範囲 0~80(*80) 128MAX## 
*ｱﾍﾟﾝﾄﾞ無し 128APP0 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞ有り 128APP1 
ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ(*2) 128DCP## 

GS1-128 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ GS1DFT 

読み取り無し GS1ENA0 
*読み取り有り GS1ENA1 
最小桁数 設定範囲 0~80(*0) GS1MIN## 
最大桁数 設定範囲 0~80(*80) GS1MAX## 

UPC-A 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ UPADFT 

読み取り無し UPBENA0 
*読み取り有り UPBENA1 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し UPACKX0 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り UPACKX1 
ｼｽﾃﾑﾅﾊﾞｰ送信無し UPANSX0 
*ｼｽﾃﾑﾅﾊﾞｰ送信有り UPANSX1 
*ｱﾄﾞｵﾝ 2無し UPAAD20 
ｱﾄﾞｵﾝ 2有り UPAAD21 
*ｱﾄﾞｵﾝ 5無し UPAAD50 
ｱﾄﾞｵﾝ 5有り UPAAD51 
*ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無し UPAARQ0 
ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有り UPAARQ1 
ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ無し UPAADS0 
*ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ有り UPAADS1 
*UPC-A/EAN-13拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ無し CPNENA0 
UPC-A/EAN-13拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ連結許可 CPNENA1 
UPC-A/EAN-13拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ連結必須 CPNENA2 
ｸｰﾎﾟﾝ GS1出力無し CPNGS10 
ｸｰﾎﾟﾝ GS1出力有り CPNGS11 
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UPC-E 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ UPEDFT 

読み取り無し UPEENA0 

*読み取り有り UPEENA1 

*拡張無し UPEEXP0 

拡張有り UPEEXP1 

*ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無し UPEARQ0 
ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有り UPEARQ1 
ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ無し UPEADS0 
*ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ有り UPEADS1 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し UPECKX0 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り UPECKX1 
先頭 0送信無し UPENSX0 
先頭 0送信有り UPENSX1 
*ｱﾄﾞｵﾝ 2無し UPEAD20 
ｱﾄﾞｵﾝ 2有り UPEAD21 
*ｱﾄﾞｵﾝ 5無し UPEAD50 
ｱﾄﾞｵﾝ 5有り UPEAD51 
*UPC-E1読み取り無し UPEEN10 
UPC-E1読み取り有り UPEEN11 

EAN/JAN-13 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ E13DFT 

読み取り無し E13ENA0 
*読み取り有り E13ENA1 
UPC-A/EAN-13変換無し UPAENA0 
UPC-A/EAN-13変換有り UPAENA1 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し E13CKX0 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り E13CKX1 
*ｱﾄﾞｵﾝ 2無し E13AD20 
ｱﾄﾞｵﾝ 2有り E13AD21 
*ｱﾄﾞｵﾝ 5無し E13AD50 
ｱﾄﾞｵﾝ 5有り E13AD51 
*ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無し E13ARQ0 
ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有り E13ARQ1 
ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ無し E13ADS0 
*ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ有り E13ADS1 
ISBN変換無し E13ISB0 
ISBN変換有り E13ISB1 

EAN/JAN-8 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ EA8DFT 

読み取り無し EA8ENA0 
*読み取り有り EA8ENA1 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し EA8CKX0 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り EA8CKX1 
*ｱﾄﾞｵﾝ 2無し EA8AD20 
ｱﾄﾞｵﾝ 2有り EA8AD21 
*ｱﾄﾞｵﾝ 5無し EA8AD50 
ｱﾄﾞｵﾝ 5有り EA8AD51 
*ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無し EA8ARQ0 
ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有り EA8ARQ1 
ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ無し EA8ADS0 
*ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ有り EA8ADS1 

MSI 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ MSIDFT 

*読み取り無し MSIENA0 
読み取り有り MSIENA1 
*ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(ﾀｲﾌﾟ 10)有り･送信無し MSICHK0 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(ﾀｲﾌﾟ 10)有り･送信有り MSICHK1 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(2 ﾀｲﾌﾟ 10)有り･送信無し MSICHK2 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(2 ﾀｲﾌﾟ 10)有り･送信有り MSICHK3 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(ﾀｲﾌﾟ 11)有り･送信無し MSICHK4 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(ﾀｲﾌﾟ 11)有り･送信有り MSICHK5 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ計算無し･送信無し MSICHK6 
最小桁数 設定範囲 4~48(*4) MSIMIN## 
最大桁数 設定範囲 4~48(*48) MSIMAX## 
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GS1 Databar 
Omnidirectional 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ RSSDFT 

読み取り無し RSSENA0 

*読み取り有り RSSENA1 

GS1 Databar Limited 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ RSLDFT 

読み取り無し RSLENA0 

*読み取り有り RSLENA1 

GS1 Expanded 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ RSEDFT 

読み取り無し RSEENA0 

*読み取り有り RSEENA1 

最小桁数 設定範囲 4~74(*4) RSEMIN## 

最大桁数 設定範囲 4~74(*74) RSEMAX## 

Trioptic Code 
*読み取り無し TRIENA0 

読み取り有り TRIENA1 

Codablock A 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ CBADFT 

*読み取り無し CBAENA0 

読み取り有り CBAENA1 
最小桁数 設定範囲 1~600(*1) CBAMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~600(*600) CBAMAX## 

Codablock F 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ CBFDFT 

*読み取り無し CBFENA0 

読み取り有り CBFENA1 
最小桁数 設定範囲 1~2048(*1) CBFMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~2048(*2048) CBFMAX## 

PDF417 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ PDFDFT 

読み取り無し PDFENA0 
*読み取り有り PDFENA1 
最小桁数 設定範囲 1~2750(*1) PDFMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~2750(*2750) PDFMAX## 

MacroPDF417 
読み取り無し PDFMAC0 

*読み取り有り PDFMAC1 

MicroPDF417 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ MPDDFT 

*読み取り無し MPDENA0 
読み取り有り MPDENA1 
最小桁数 設定範囲 1~366(*1) MPDMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~366(*366) MPDMAX## 

GS1 Composite 

*読み取り無し COMENA0 

読み取り有り COMENA1 

*UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ無し COMUPC0 

UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ無し COMUPC1 

最小桁数 設定範囲 1~2435(*1) COMMIN## 

最大桁数 設定範囲 1~2435(*2435) COMMAX## 

GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ EANEMU1 

GS1 Databar ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ EANEMU2 
GS1 ｺｰﾄﾞ拡張無し EANEMU3 
EAN-8/EAN-13変換 EANEMU4 
GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ無し EANEMU0 

TCIF Linked Code 39 
*読み取り無し T39ENA0 

読み取り有り T39ENA1 

QR ｺｰﾄﾞ 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ QRCDFT 

読み取り無し QRCENA0 

*読み取り有り QRCENA1 

最小桁数 設定範囲 1~7089(*1) QRCMIN## 

最大桁数 設定範囲 1~7089(*7089) QRCMAX## 

ｱﾍﾟﾝﾄﾞ無し QRCAPP0 

*ｱﾍﾟﾝﾄﾞ有り QRCAPP1 

ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ(*3) QRCDCP## 

Data Matrix 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ IDMDFT 

読み取り無し IDMENA0 
*読み取り有り IDMENA1 
最小桁数 設定範囲 1~3116(*1) IDMMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~3116(*3116) IDMMAX## 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞ無し IDMAPP0 
*ｱﾍﾟﾝﾄﾞ有り IDMAPP1 
ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ(*51) IDMDCP## 
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MaxiCode 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ MAXDFT 

読み取り無し MAXENA0 
*読み取り有り MAXENA1 
最小桁数 設定範囲 1~150(*1) MAXMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~150(*150) MAXMAX## 

Aztec Code 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ AZTDFT 

読み取り無し AZTENA0 
*読み取り有り AZTENA1 
最小桁数 設定範囲 1~3832(*1) AZTMIN## 
最大桁数 設定範囲 1~3832(*3832) AZTMAX## 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞ無し AZTAPP0 
*ｱﾍﾟﾝﾄﾞ有り AZTAPP1 
ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ(*51) AZTDCP## 

Chinese Sensible Code 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ HX_DFT 

読み取り無し HX_ENA0 
*読み取り有り HX_ENA1 
最小桁数 設定範囲 1~7833(*1) HX_MIN## 
最大桁数 設定範囲 1~7833(*7833) HX_MAX## 

郵便ｺｰﾄﾞ(2D) 
2D郵便ｺｰﾄﾞ *読み取り無し POSTAL0 

ｼﾝｸﾞﾙ 2D郵便ｺｰﾄﾞ 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL1 
英国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL7 
ｶﾅﾀﾞ読み取り有り POSTAL30 
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL10 
日本郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL3 
KIX郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL4 
Planet郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL5 
Postal-4i読み取り有り POSTAL9 
Postnet読み取り有り POSTAL6 
Postnet with B&B’ Fileds読み取り有り POSTAL11 
InfoMail読み取り有り POSTAL2 

ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ 2D郵便ｺｰﾄﾞ 

InfoMail&英国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL8 
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ&Postnet with B&B’ Fileds読み取り有り POSTAL20 
Postnet&Postal-4i読み取り有り POSTAL14 
Postnet&ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL16 
Postal-4i&ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL17 
Postal-4i&Postnet with B&B’ Fileds読み取り有り POSTAL19 
Planet&Postnet読み取り有り POSTAL12 
Planet&Postnet with B&B’ Fileds読み取り有り POSTAL18 
Planet&Postal-4i読み取り有り POSTAL13 
Planet&ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL15 
Planet,Postnet,Postal-4i読み取り有り POSTAL21 
Planet,Postnet,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL22 
Planet,Postal-4i,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL23 
Postnet,Postal-4i,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL24 
Planet,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ,Postnet with B&B’ Fileds 
読み取り有り 

POSTAL25 

Planet,Postal-4i,Postnet with B&B’ Fileds 
読み取り有り POSTAL26 

Postal-4i,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ,Postnet with B&B’ Fileds 
読み取り有り 

POSTAL27 

Planet,Postal-4i,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り POSTAL28 
Planet,Postal-4i,ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾒｰﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ, 
Postnet with B&B’ Fileds読み取り有り 

POSTAL29 

Planet ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 
*送信無し PLNCKX0 

送信有り PLNCKX1 

Postnet ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 
*送信無し NETCKX0 

送信有り NETCKX1 

ｵｰﾄｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾃｰｼｮﾝ 

ﾊﾞｰ出力 AUSINT0 

数字 N ﾃｰﾌﾞﾙ AUSINT1 
英数字 C ﾃｰﾌﾞﾙ AUSINT2 
ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ N&C ﾃｰﾌﾞﾙ AUSINT3 
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設定項目 
設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#には、数字を指定 

郵便ｺｰﾄﾞ(1D) 

中国郵便ｺｰﾄﾞ(香港 2/5) 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ CPCDFT 

*読み取り無し CPCENA0 
読み取り有り CPCENA1 
最小桁数 設定範囲 2~80(*4) CPCMIN## 
最大桁数 設定範囲 2~80(*80) CPCMAX## 

韓国郵便ｺｰﾄﾞ 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ KPCDFT 

*読み取り無し KPCENA0 
読み取り有り KPCENA1 
最小桁数 設定範囲 2~80(*4) KPCMIN## 
最大桁数 設定範囲 2~80(*80) KPCMAX## 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し KPCCHK0 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り KPCCHK1 

ｲﾒｰｼﾞｺﾏﾝﾄﾞ 

ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ IMGDFT 

ｲﾒｰｼﾞｽﾀｲﾙ : ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ SNPSTY0 

ｲﾒｰｼﾞｽﾀｲﾙ : 写真 SNPSTY1 

ｲﾒｰｼﾞｽﾀｲﾙ : ﾏﾆｭｱﾙ SNPSTY2 

*ﾋﾞｰﾌﾟ無し SNPBEP0 

ﾋﾞｰﾌﾟ有り SNPBEP1 
*ﾄﾘｶﾞ待ち無し SNPTRG0 
ﾄﾘｶﾞ待ち有り SNPTRG1 
*LED照明無し SNPLED0 
LED照明有り SNPLED1 
露出 1~7874 ﾐﾘ秒 SNPEXP## 
*ｹﾞｲﾝ : 無し SNPGAN1 
ｹﾞｲﾝ : 中 SNPGAN2 
ｹﾞｲﾝ : 大 SNPGAN4 
ｹﾞｲﾝ : 最大 SNPGAN8 
ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値 0~255(*125) SNPWHT### 
許容ﾃﾞﾙﾀ 0~255(*25) SNPDEL### 

更新回数 0~10(*6) SNPTRY## 

ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ 1~99(*50) SNPPCT## 

ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟ 

*無限遠ﾌｨﾙﾀ無し IMGINF0 

無限遠ﾌｨﾙﾀ有り IMGINF1 

*補正無し IMGCOR0 

補正有り IMGCOR1 

*ﾋﾟｸｾﾙ濃度 8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ IMGBPP8 

ﾋﾟｸｾﾙ濃度 1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ(白黒) IMGBPP1 

ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ無し IMGEDG0 

ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ 0~23 IMGEDG## 

*ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : JPEG IMGFMT6 

ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : KIM IMGFMT0 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ IMGFMT1 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ﾊﾞｲﾅﾘｸﾞﾙｰﾌﾟ 4, 圧縮 IMGFMT2 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ IMGFMT3 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ IMGFMT4 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ IMGFMT5 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : BMP IMGFMT8 
*ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ無し IMGHIS0 

ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ有り IMGHIS1 
*ﾉｲｽﾞ低減無し IMGFSP0 
ﾉｲｽﾞ低減有り IMGFSP1 
ｲﾒｰｼﾞ反転 X軸 IMGNVX1 

ｲﾒｰｼﾞ反転 Y軸 IMGNVY1 
ｲﾒｰｼﾞ回転無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) IMGROT0 
ｲﾒｰｼﾞ 90°右回転 IMGROT1 
ｲﾒｰｼﾞ 180°回転(上下反転) IMGROT2 
ｲﾒｰｼﾞ 90°左回転 IMGROT3 
JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質 0~100(*50) IMGJQF### 

*ｶﾞﾝﾏ補正無し IMGGAM0 

ｶﾞﾝﾏ補正有り 0~1000(*0) IMGGAM#### 

ｲﾒｰｼﾞ切り取り : 左端 0~639(*0) IMGWNL### 

ｲﾒｰｼﾞ切り取り : 右端 0~639(*639) IMGWNR### 

ｲﾒｰｼﾞ切り取り : 上端 0~479(*0) IMGWNT### 
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設定項目 
設定値 
*は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#には、数字を指定 

ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟ 

ｲﾒｰｼﾞ切り取り : 下端 0~479(*479) IMGWNB### 

ｲﾒｰｼﾞ切り取り : ﾏｰｼﾞﾝ 0~238(*0) IMGMAR### 

送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し(生ﾃﾞｰﾀ) IMGXFR0 

送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し(*USBのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) IMGXFR2 

送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : 圧縮 H ﾓﾃﾞﾑ(*RS232のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) IMGXFR3 

送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : H ﾓﾃﾞﾑ IMGXFR4 

*ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 全ﾋﾟｸｾﾙ送信 IMGSUB1 

ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 縦横共に 2 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信 IMGSUB2 

ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 縦横共に 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信 IMGSUB3 

*ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ無し IMGUSG0 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ有り 0~255(*0) IMGUSH### 

*ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信無し IMGHST0 

ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信有り IMGHST1 

ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ互換性 
VGA IMGVGA1 
ﾈｲﾃｨﾌﾞ IMGVGA0 

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 
全ｼﾝﾎﾞﾙにﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽとしてｺｰﾄﾞ IDを付加(ﾃﾝﾎﾟﾗﾘ) PRECA2,BK2995C80! 

ﾃﾞｺｰﾀﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ取得 REV_DR 

ｽｷｬﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ取得 REV_SD 

ｿﾌﾄｳｪｱﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ取得 REVINF 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ取得 DFMBK3? 

ﾃｽﾄﾒﾆｭｰ送信 
有効 TSTMNU1 

*無効 TSTMNU0 

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

*ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ有効 PLGDCE1 

ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ無効 PLGDCE0 

*ﾌｫｰﾏｯﾃｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ有効 PLGFOE1 

*ﾌｫｰﾏｯﾃｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ無効 PLGFOE0 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾘｽﾄ取得 PLGINF 

工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ削除 DEFOVR 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ初期化 DEFALT 



diBar 2D Reader Series 

pg. 122 
Copyright © 2016 

12. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
本章では、ﾘｰﾀﾞがｻﾎﾟｰﾄしている幾つかのｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞを紹介します。 
 
 

ﾌﾟﾘｯｸｽとしてｺｰﾄﾞ ID を付加 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽとしてｺｰﾄﾞ ID が全ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙに対して一時的に付加されます。これは、ﾃｽﾄを

目的とした一時的な設定であるため、ﾘｰﾀﾞの電源を落とすと、元の設定に復帰します。ｺｰﾄﾞ ID については、｢補足

A. ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ表｣を参照ください。 
 

~ P R E C A 2 , B K 2 9 9 5 C 8 0 !  
 
 

ﾃﾞｺｰﾀﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ取得 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞは、ﾃﾞｺｰﾀﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝを出力します。 
 

~ R E V D R .  
 
 

ｽｷｬﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ取得 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞは、ｽｷｬﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝを出力します。ｽｷｬﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞは、ｲﾒｰｼﾞｷｬﾌﾟﾁｬ制御を行います。 
 

~ R E V S D .  
 
 

ｿﾌﾄｳｪｱﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ取得 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞは、ｿﾌﾄｳｪｱﾘﾋﾞｼﾞｮﾝを出力します。ｿﾌﾄｳｪｱﾘﾋﾞｼﾞｮﾝには、2 次元ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｴﾝｼﾞﾝのｼﾘｱ

ﾙ番号などｴﾝｼﾞﾝに関する情報が含まれます。 
 

~ R E V I N F .  
 
 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ取得 
下記のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、現在のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ設定を出力します。 
 

~ D F M B K 3 ? .  
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ﾃｽﾄﾒﾆｭｰ送信 
｢ﾃｽﾄﾒﾆｭｰ送信 有り｣に設定すると、ﾘｰﾀﾞは、ｽｷｬﾝしたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺｰﾄﾞの内容を送信します。この場合でも、設定は

有効です。特殊な機能なため、通常の業務では使用することはありません。 
 

~ T S T M N U 1 .  
｢ﾃｽﾄﾒﾆｭｰ送信 有り｣ 

 

 
~ T S T M N U 0 .  

｢ﾃｽﾄﾒﾆｭｰ送信 無し｣ 
 
 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ初期化 
ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ又は工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで初期化します。工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで初期化したい場合は、先に登録されているｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫ

ﾙﾄ値を削除してください。 
 

~ D E F O V R .  
｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ削除｣ 

 

 
~ D E F A L T .  

｢ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ初期化｣ 
 
 

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
ﾘｰﾀﾞには、お客様のﾆｰｽﾞに合わせたﾌﾟﾗｸﾞｲﾝｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝをｲﾝｽﾄｰﾙすることができます。ｲﾝｽﾄｰﾙしたｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、下記

のｺｰﾄﾞで有効･無効を切り替えることができます。設定変更を行った場合、ﾘｰﾀﾞの電源をﾘｾｯﾄする必要があります。 
 

~ P L G D C E 1 .  
｢ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 有効｣ 

 

 
~ P L G D C E 0 .  
｢ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 無効｣ 

~ P L G F O E 1 .  
｢ﾌｫｰﾏｯﾃｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 有効｣ 

 

 
~ P L G F O E 0 .  
｢ﾌｫｰﾏｯﾃｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 無効｣ 

~ T S T M N U 1 .  
｢ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾘｽﾄ取得｣ 
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13. ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
 

電源が入らない 
 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ (RS232C ﾀｲﾌﾟ)は正しく接続されていますか？ 
 PC の電源 (ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ/USB ﾀｲﾌﾟ)は入っていますか？ 

 
 

ｺｰﾄﾞを読み取らない 
 対象ｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 汚れたｺｰﾄﾞ、劣化したﾘﾎﾞﾝで印刷したｺｰﾄﾞ、複写ｺｰﾄﾞなど、品

質の悪いｺｰﾄﾞは読取不良や誤読の原因となります。 
 対象のｺｰﾄﾞ種を読み取れるように設定していますか？ 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄが付加されていないﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対して、｢ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り｣と設定していませんか？ 
 最小読取桁数･最大読取桁数の設定は、対象ｺｰﾄﾞの桁数に合っていますか？ 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 
 

ｺｰﾄﾞを読み取りづらい 
 対象ｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 品質の悪いｺｰﾄﾞは読取不良や誤読の原因となります。 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 
 

PC にﾃﾞｰﾀが入らない 
 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 ﾘｰﾀﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定は間違っていませんか？ 

 
 

その他 
 ﾘｰﾀﾞの読取窓が汚れていると、ｺｰﾄﾞの読み取りに時間がかかったり、読めなくなる場合があります。

定期的にｱﾙｺｰﾙなどを湿らせた柔らかい布で拭くようにしてください。 
 

  
 
 
症状に変化がない場合は、弊社又はお近くの販売店までご連絡ください。 
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補足 A. ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ表 
A.1. 1 次元ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ&特殊ｺｰﾄﾞ 

ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ名 
AIM ｺｰﾄﾞ ID 標準ｺｰﾄﾞ ID 
ID ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(m) ID Hex 

全ｼﾝﾎﾞﾙ    99 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) ]Fm 0-1 a 61 

ｺｰﾄﾞ 11 ]H3  h 68 

ｺｰﾄﾞ 128 ]Cm 0,1,2,4 j 6A 

ｺｰﾄﾞ 32 Pharmaceutical(PARAF) ]X0  < 3C 

ｺｰﾄﾞ 39(ｻﾎﾟｰﾄ ﾌﾙｱｽｷｰﾓｰﾄﾞ) ]Am 0,1,3,4,5,7 b 62 

TLC39(TCIF Liked ｺｰﾄﾞ 39) ]L2  T 54 

ｺｰﾄﾞ 93(93i) ]Gm 0-9､A-Z,a-m i 69 
EAN/JAN ]Em 0,1,3,4 d 64 
  EAN-13(Bookland EAN 含む) ]E0  d 64 

  EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  d 64 

  EAN-13 拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  d 64 
  EAN-8 ]E4  D 44 
  EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  D 44 
GS1     
  GS1 Databar ]em 0 y 79 
  GS1 Databar Limited ]em  { 7B 
  GS1 Databar Expanded ]em  } 7D 
  GS1-128 ]C1  I 49 
2 ｵﾌﾞ 5     

  China Post(Hong Kong 2 ｵﾌﾞ 5) ]X0  Q 51 

  ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 ]Im 0,1,3 e 65 

  ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 ]X0  m 6D 

  NEC 2 ｵﾌﾞ 5 ]X0  Y 59 

  ｽﾄﾚｰﾄ 2 ｵﾌﾞ 5 IATA ]Rm 0,1,3 f 66 

  ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2 ｵﾌﾞ 5 ]S0  f 66 
MSI ]Mm  g 67 
Telepen ]Bm  t 74 
UPC  0､1,2,3,8,9､A,B,C   
  UPC-A ]E0  c 63 
  UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  c 63 

  UPC-A 拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  c 63 
  UPC-E ]E0  E 45 
UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  E 45 

  UPC-E1 ]X0  E 45 
特殊ｺｰﾄﾞ 
標準ｺｰﾄﾞ ID    5C80 

AIM ｺｰﾄﾞ ID    5C81 

ﾊﾞｯｸｽﾗｯｼｭ(¥ﾏｰｸ)    5C5C 
ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞ数量   5 35 
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A.2. 2 次元ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ 

ｼﾝﾎﾞﾙ名 
AIM ｺｰﾄﾞ ID 標準ｺｰﾄﾞ ID 
ID ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(m) ID Hex 

全ｼﾝﾎﾞﾙ    99 

Aztec ｺｰﾄﾞ ]zm 0-9,A-C z 7A 

Chinese Sensible ｺｰﾄﾞ ]X0  H 48 
Codablock A ]O6 0,1,4,5,6 V 56 
Codablock F ]Om 0,1,4,5,6 q 71 
ｺｰﾄﾞ 49 ]Tm 0,1,2,4 l 6C 
Data Matrix ]dm 0-6 w 77 
GS1 ]em 0-3 y 79 
  GS1 Composite ]em 0-3 y 79 
  GS1 Databar omnidirectional ]em  y 79 
MaxiCode ]Um 0-3 x 78 
PDF417 ]Lm 0-2 r 72 
  MicroPDF417 ]Lm 0-5 R 52 
QR ｺｰﾄﾞ ]Qm 0-6 s 73 

  ﾏｲｸﾛ QR ｺｰﾄﾞ ]Qm  s 73 
 
 

A.3. 郵便ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ 

ｼﾝﾎﾞﾙ名 
AIM ｺｰﾄﾞ ID 標準ｺｰﾄﾞ ID 
ID ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(m) ID Hex 

全ｼﾝﾎﾞﾙ    99 
Australian Post ]X0  A 41 
British Post ]X0  B 42 
Canadian Post ]X0  C 43 
China Post ]X0  Q 51 
InfoMail ]X0  , 2C 
Intelligent Mail Bar Code ]X0  M 4D 
Japanese Post(日本郵便ｺｰﾄﾞ) ]X0  J 4A 
KIX Post ]X0  K 4B 
Korea Post ]X0  ? 3F 
Planet Code ]X0  L 4C 
Postal-4i ]X0  N 4E 
Postnet ]X0  P 50 
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補足 B. ASCII ｺｰﾄﾞ変換表 
(*)CTRL-X ﾓｰﾄﾞは、OS 及びｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに依存します。 

ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｬﾗｸﾀ(ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ) 

Dec Hex Char CTRL+X ﾓｰﾄﾞｵﾌ(KBDCAS0) 
CTRL+X ﾓｰﾄﾞｵﾝ(KBDCAS1) 
CTRL+X 機能 

0 00 NUL Reserved CTRL+@  
1 01 SOH ﾃﾝｷｰ Enter CTRL+A 全て選択 
2 02 STX Caps Lock CTRL+B 太字 
3 03 ETX ALT ﾒｲｸ CTRL+C ｺﾋﾟｰ 
4 04 EOT ALT ﾌﾞﾚｲｸ CTRL+D ﾌﾞｯｸﾏｰｸ 
5 05 ENQ CTRL ﾒｲｸ CTRL+E 中央寄せ 
6 06 ACK CTRL ﾌﾞﾚｲｸ CTRL+F 検索 
7 07 BEL Enter/Return CTRL+G  
8 08 BS (Apple ﾒｲｸ) CTRL+H 履歴 
9 09 HT Tab CTRL+I 斜体 
10 0A VF (Apple ﾌﾞﾚｲｸ) CTRL+J 両端揃え 
11 0B VT Tab CTRL+K ﾊｲﾊﾟｰﾘﾝｸ 
12 0C FF Delete CTRL+L ﾘｽﾄ, 左寄せ 
13 0D CR Enter/Return CTRL+M  
14 0E SO Insert CTRL+N 新規作成 
15 0F SI ESC CTRL+O 開く 
16 10 DLE F11 CTRL+P 印刷 
17 11 DC1 Home CTRL+Q 終了 
18 12 DC2 PrtScn CTRL+R  
19 13 DC3 Backspace CTRL+S 保存 
20 14 DC4 Back Tab CTRL+T  
21 15 NAK F12 CTRL+U  
22 16 SYN F1 F1 貼り付け 
23 17 ETB F2 CTRL+W  
24 18 CAN F3 CTRL+X  
25 19 EM F4 CTRL+Y  
26 1A SUB F5 CTRL+Z  
27 1B ESC F6 CTRL+[  
28 1C FS F7 CTRL+¥  
29 1D GS F8 CTRL+]  
30 1E RS F9 CTRL+^  
31 1F US F10 CTRL+-  
127 7F  ﾃﾝｷｰ Enter   
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印刷可能ｷｬﾗｸﾀ 

Dec Hex Char Dec Hex Char Dec Hex Char 
32 20 Space 64 40 @ 96 60 ` 
33 21 ! 65 41 A 97 61 a 
34 22 “ 66 42 B 98 62 b 
35 23 # 67 43 C 99 63 c 
36 24 $ 68 44 D 100 64 d 
37 25 % 69 45 E 101 65 e 
38 26 & 70 46 F 102 66 f 
39 27 ‘ 71 47 G 103 67 g 
40 28 ( 72 48 H 104 68 h 
41 29 ) 73 49 I 105 69 i 
42 2A * 74 4A J 106 6A j 
43 2B + 75 4B K 107 6B k 
44 2C , 76 4C L 108 6C l 
45 2D - 77 4D M 109 6D m 
46 2E . 78 4E N 110 6E n 
47 2F / 79 4F O 111 6F o 
48 30 0 80 50 P 112 70 p 
49 31 1 81 51 Q 113 71 q 
50 32 2 82 52 R 114 72 r 
51 33 3 83 53 S 115 73 s 
52 34 4 84 54 T 116 74 t 
53 35 5 85 55 U 117 75 u 
54 36 6 86 56 V 118 76 v 
55 37 7 87 57 W 119 77 w 
56 38 8 88 58 X 120 78 x 
57 39 9 89 59 Y 121 79 y 
58 3A : 90 5A Z 122 7A z 
59 3B ; 91 5B [ 123 7B { 
60 3C < 92 5C ¥ 124 7C | 
61 3D = 93 5D ] 125 7D } 
62 3E > 94 5E ^ 126 7E ~ 
63 3F ? 95 5F _ 127 7F  
 



diBar 2D Reader Series 

pg. 129 
Copyright © 2016 

補足 C. ｷｰ番号表 
 

 

104 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(米国) 

105 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(欧州) 
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補足 D. RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾋﾟﾝ配列 
下記に RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

D-Sub9P ﾒｽｺﾈｸﾀ 

 5 1 

9 6 

 
 

 1 

2 
 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 外部ﾄﾘｶﾞ(藍) 
2 TxD(白) 
3 RxD(緑) 
5 GND(黒･ｼｰﾙﾄﾞ) 
7 CTS(黄) 
8 RTS(橙) 
9 VCC(赤) 

電源ｺﾈｸﾀ 
ﾋﾟﾝ番号 信号名 

1 VCC(+5V) 
2 GND 

 
(*1) 外部ﾄﾘｶﾞは、cubeQR のみｻﾎﾟｰﾄしています。 
 
 

補足 E. cubeQR の外形寸法と取付ﾈｼﾞ 
下記に外形寸法と取付ﾈｼﾞに関する説明を示します。 
 

   
 

 
 

単位 mm 
【取付ﾈｼﾞに関する注意】 
1. 取付ﾈｼﾞのねじ込みの深さは、3mm を超えてはいけません。 
2. 取付ﾈｼﾞ自体の長さは、取付面の厚みを考慮して決定してください。例えば、取付面の厚みが 1mm の場合は、

長さが 4mm 以下のﾈｼﾞを使用します。 
 



diBar 2D Reader Series 

pg. 131 
Copyright © 2016 

補足 F. ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ 
 

UPC-A ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 

0 12345 67890 5 1234567890  

ｺｰﾄﾞ 128 EAN/JAN-13 

C o d e  1 2 8  9 780330 290951  

ｺｰﾄﾞ 39 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

* COD E 3 9 *  A13579B  

ｺｰﾄﾞ 93 ｺｰﾄﾞ 25 

1 2 3 4 5 6 - 9 $  1 2 3 4 5 6  

PDF417 MicroPDF417 

  

QR ｺｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ 

 

 

日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)  
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販売店へご返送ください。尚、修理は

全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所 

 

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれば、修理品に添付してお送り

ください。 

 

 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ キーボード □ RS232C □ USB 

  □ その他 [                                  ] 

接続ホスト ： メーカー [                                  ] 

   型番 [                                  ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

 

 

 

返送先 

 

 

 

 

 

見積・請求先 

 

 

 

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセルされた場合に限り、見積料として弊社

所定の料金を申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、修理品に添付してご返送く

ださい。 

ご確認印 
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